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        　しんしんと降り続く雪は、綿のように真っ白く路面に敷き詰められている。

        　こんな日はきっと、霊感れいかん大王だいおうが雪を降らせてるんだ。

        　ずっと昔、寝物語に聞いた『西遊記さいゆうき』を思い出しながら小シャオ頼ライは膝を抱える。

        　夜半過ぎ。

        　村の家々はぴったりと戸を閉ざし、子供たちは寝入っているのだろうが、小頼だけは違った。

        　寝場所がないのだ。

        　洟はなを啜すすった小頼は、不安げなまなざしで夜空を見上げる。

        　農閑期では、農村でも人手が必要な作業は減る。冬のあいだじっと春を待つような、寒さの厳しい村ならば尚なお更さらだ。それでも父は頼み込んで漸ようやく内職を見つけたのだが、苦労して稼いだ日当もすぐに使ってしまう。毎日数里も歩いて大きな村の酒場に行き、骰子さいころ勝負をするのだ。きっと今日も、有り金を叩はたいてしまうに違いない。

        　父は出身地では村一番の秀才だった。きりりと引き締まった男前で体格も立派だ。才覚を見込まれて豪農である聞ぶん家の養子に収まった父は、順調に科挙かきょに挑んだ。血の滲にじむような努力の結果、国立学校に入るための三度の予備試験と科試を突破し、郷試も受かって挙人きょじん――郷試の合格者を指す――となった。幼い頃から小頼はその話を繰り返し繰り返し聞かされてきたが、父の栄光もそこまでだった。挙人の次の会試は乗り越えられず、父は科挙の合格者である信士にはなれなかった。

        　しまいには養家からも見放されて勘当された父は、元の姓に戻った。何とか妻――小頼の母も娶めとったが、酒を飲むたびに「俺は挙人にまでなったんだ」と愚痴を吐き、殴るような夫と夫婦仲がいいわけがない。

        　乳飲み子だった妹を連れて母が里に帰ってから、父はますます変わってしまった。母の郷里もさして裕福ではなく、図ずう体たいが大きい小頼は置いていかれたのだ。

        　――堪忍してな、小頼。あんたの妹は、どこかで売れるかもしれないからよう。

        　泣きながら母に言われてしまうと、小頼も自分も連れていってくれとは言えなかった。

        　美人であちこちの妓ぎ院いんから引きがあったという母がどんどん窶やつれていくのも耐え難かったし、自分がついていったせいで妹が妓ぎ楼ろうに売り飛ばされるのは不ふ憫びんだ。それに、どんなにろくでなしも父が心配だった。

        　あれから、半年が瞬く間に過ぎた。

        　そうでなくとも口数が少なかった小頼は黙々と塵ごみを拾い、それを屑くず屋に売って日銭を稼いでいる。しかし、そんな金も父に見つかると取られてしまい、散々殴られた末に酒代になるのだった。

        　――――腹、減ったなァ……。

        　真っ赤で甘い糖葫蘆タンフル、あつあつの包子パオズ、葱ねぎと甘味噌をつけた揚げたての油煎餅、躰からだの奥まであたたまるような麺……こんなときに思いつくのは、手に入るべくもない食べ物だった。

        　このまま凍え死んでしまえれば、楽なのに。焼き場の炎が小頼の冷えた肉体をあたためてくれるに違いない。

        　小頼が雪や泥でから守ってしっかと小脇に抱えているのは、布に包まれた挙人の藍らん衣えだ。父はこれを大切にしており、ぞんざいに扱うと死ぬほど殴られた。寒さしのぎに羽織れば、絶対に許してもらえないだろう。

        　どんな苦境でも、父はこれを放さなかった。

        　次第に古ぼけていく、ただの青い布なのに。

        　このおかげで、自分たちの腹がくちくなるわけでもないのに。

        　と、そこにざくざくと雪を踏み分けてくる数名の足音が聞こえ、小頼は顔を上げる。

        　座り込んで動けない小頼のもとへ、蒼あお褪ざめた父が小走りでやって来た。不格好に伸びた薄汚い辮べん髪ぱつが、ふらふらと左右に揺れる。

        「シャオ！　小頼、ちょっとこっちに来い」

        　奇妙な猫撫なで声だった。

        「なに、父ちゃん」

        　漸く帰れるのだと明るい顔に変わった小頼の腕を掴つかみ、父は暗がりに引き摺ずり込んだ。

        　近づいてきたのは四人の男で、厳しい目つきで小頼たち親子を睨ねめつける。

        「こいつは俺の息子で、躰だけは丈夫で、ほれ、このとおり、年よりも立派です。親の欲目かもしれやせんけど、面構えもいいですし、きっと使い物になると思うんで……こいつを」

        　何を言われているのか、小頼にはわからなかった。

        「おいおい、冗談だろ」

        　一同はどっと湧いた。

        「年頃の娘なら妓楼に売り飛ばせるが、何でこんな鼻水垂らした小便臭い小僧を、借金の方にしなくちゃならねえんだよ」

        　父の言葉の意味が、小頼には理解できなかった。

        「でも、布団も何も全部質草に入れちまって、残ってるのは身一つと倅せがれだけで」

        「ん？　倅が持ってる布包みは何だよ」

        　破落戸ごろつきの一人が、それに目を留めたため、父は弾はじかれたように顔を跳ね上げた。

        「そいつは勘弁してくだせえ！」

        　父が必死になって破落戸に取りすがった。

        「いいから、貸しな」

        　厳いかつい体格の男は布包みを広げ、中からすっかり色褪あせた藍衣を取り出す。

        「こいつは挙人の藍衣です。こいつだけは何があっても手放せねぇんで」

        　ぺこぺこと頭を下げる父に、男の一人が蔑みの声を上げた。

        「惨めなもんだな。七度も試験を受けて、何にもなれなかったんだろ？　隣の県じゃあ一度で探たん花かになった奴やつもいるそうじゃねえか」

        「本当だぜ。ったく、寒い中ここまで歩かせて、何もないってのかよ」

        「それじゃ、ただじゃおかねえって言ったろ？　なぁ、聞挙人様よぉ」

        　連中が殺気立ったので、小頼は俄にわかに躰が震えてくるのを感じた。

        「まあまあ、よしなよ。この場で決めるのは香こう林りんだ。こいつは香林相手に借金をこしらえたんだからな。――どうするんだい、香林」

        　それまで黙り込んでいた首領格と思おぼしき男が、暗がりに向かって声をかけた。

        　香林と呼ばれたのは、連中から離れるように立っていた細身の青年だった。

        「ん」

        　気け怠だるい声で一言だけ発し、長チャン袍パオを身に纏まとった彼は数歩こちらへ歩み寄る。

        　さも身軽そうな足音だった。

        　提灯ちょうちんの光の中、男の容貌が照らし出されて小頼ははっと息を呑のむ。

        　はじめは女かと、思った。

        　切れ長の瞳は鋭く、薄い唇は紅を引いたように赤い。思い切り抱き締めれば折れてしまいそうな、華きゃ奢しゃな体たい躯くだった。

        　年の頃は二十歳くらいだろうか。

        　美しい長袍には絢けん爛らんな刺し繍しゅうが施されており、ほかの連中と違って辮髪ではない。艶つややかな黒髪を無造作に頭上で結い上げていたが、長髪なんて、そんな型破りな髪型の者は見たことはない。解ほどけばきっと腰くらいまであるのではないか。清しんの人間ならば、辮髪にするのが決まりなのに。

        「おまえ、名前は何て言うんだい」

        　鼓膜を擽くすぐる声の不思議な甘さ。

        「……小頼」

        「歳としは」

        「八つ」

        「八つにしちゃ頑丈そうだな。それに利口そうだ。小頼、俺をどう思う？」

        「……女みたい」

        　小頼が呟つぶやくと、一同はどっと湧いた。素直な反応を見せた小頼が、面白かったのだろう。

        「女とはねえ」

        「どうする、香林。おまえを馬鹿にする奴は八つ裂きにしちまえよ」

        　囃はやし立てる声もものともせずに、小頼は男の双そう眸ぼうを見つめた。

        「小頼。手て前めえ、俺のためにふたつのものを捨てられるかい」

        「まさか貞潔なんて言い出すんじゃないだろうな」

        「いやいや、香林だったら竿さおとふくろだろ」

        　周囲の声も柳に風とばかりに聞き流し、香林は薄く笑む。

        「おまえの心と命だよ。そいつを捨てられるなら、おまえを借金の方に引き取ってやる」

        「だ、だめって言ったら？」

        　おずおずと聞いた小頼の目を香林は覗のぞき込んできた。

        　彼は持っていた長煙管きせるの先を、父の頬に無造作に押し当てる。

        「熱ッ」

        　父が小さな悲鳴を上げるのを、小頼はぼんやりと見つめていた。

        「手前は父なし子になるのさ」

        　冷たい声だった。

        　香林は嫣えん然ぜんと唇を綻ばせたが、その瞳に宿る光は恐ろしいくらいに力強く、小頼はぶるっと身を震わせた。

        　肉の焦げる匂いが漂う。

        「おいおい、何だよ、香林。こんな乳臭いのがいいのかい。今夜は俺の相手をしてくれるんじゃなかったのさ」

        「馬鹿」

        　香林はちらりと流し目をくれ、小頼を見やった。

        「俺はね、自分のために命を捨ててくれる奴が欲しいのさ」

        「はっ。命なんざ、いくつあったって足りやしないぜ。おまえさんみたいな生き方をしてちゃ」

        「当たり前のことを言いなさんな。今のご時世、命なんてぱあっと捨てるのがいい。それに、借金の方に息子を差し出してきたのはこいつが初めてだ。挙人様の考えることは面白えじゃないか」

        　小頼は緊張しきった瞳で、父を見つめる。父の首筋には小刀が突きつけられており、彼は真っ青になって震えていた。

        「ま、どっちにせよ、父なし子にはなるな。――どうなんだ、小頼。おまえが決めていいんだぜ」

        「あんたにする」

        　小頼の答えを聞いた香林は、満足そうに頷うなずく。

        「だったら決まりだ。こいつをもらおう」

        　香林は煙管を漸く父の顔から離し、それを口に戻した。

        「本当ですかい！」

        　父の声が上うわ擦ずる。

        「いい子だ」

        　囁ささやくように言ってのけた香林が、小頼の顎から頬にかけてをするりと撫でる。

        　冷たい手だった。

        　彼の手つきの意味を幼すぎる小頼はわからなかったが、何やらひどく婀あ娜だっぽい仕し種ぐさだというのは理解できた。

        「さァて、じゃ、そろそろ俺は引き上げるよ」

        　香林は立ち上がると、所在なげに佇たたずむ小頼を振り返った。

        「来な、坊主」

        「あ……えっと」

        　狼狽うろたえる小頼に、香林は凍いてついた瞳を向けた。

        「その前に、手前の父ちゃんにお別れしときな。もう一生会えねえからな」

        「一生……？」

        　驚いたように目を瞠みはる小頼に、香林はうっすら笑んだ。

        「俺の持ち物になるってのはそういうことさ。怖がらなくてもいい。ものになるまで、すぐには殺しゃしない」

        「…………」

        　小頼はごくりと唾を飲み、父の顔を盗み見る。だが彼は卑屈そうに目を伏せるばかりだった。

        「そうだ。忘れてたよ。おまえには名前をくれてやんなきゃな」

        　歩きだした香林は、思い出したように呟く。

        「名前？」

        「俺が買ったんだから、俺が名前をつけてやろう。さて、何がいいかねえ」

        　謳うたうように発してから、香林は振り返った。

        　香林の息は真っ白だった。

        「紹しょう」

        「へっ？」

        「このあたりは昔、紹って名前だったんだよ。知らないのかい」

        「それは知ってるけど」

        　いくら何でも地名なんて、情けない。だが、香林に逆らってはいけないのだと、小頼――否いな、紹は既に学び始めていた。

        「腹減ったろ。おいで」

        　香林は紹の腕を掴んで歩きだす。

        　腕に絡みついたのは、氷みたいに冷えきった指だ。

        　決して早足ではないのについていけず、紹は面くらいつつもそのあとを懸命に追いかける。

        　角を曲がったところに店じまいを始めた屋台がいて、香林は声をかけた。

        「親おや父じ、まだやってるかい」

        「へい」

        「ふたつくれ」

        「へい」

        「この子には大盛りだよ。あと、俺には酒を」

        「へい」

        　何を告げても、「へい」としか言わないのではないかと思えるような会話だった。

        　頬ほお被かむりをした老人が、皺しわだらけの手で器用にすいとんを盛りつける。

        「お待ち」

        　あたたかい食事なんて、信じられない。

        　湯気が濛濛もうもうと立つ椀わんを前に、紹は目を輝かせた。

        　こんなご馳ち走そうにありつけるのは久しぶりだ。

        　本当に手をつけちまっていいのだろうか。

        「食いな」

        「でも」

        「変な遠慮はいらねえよ。手前は俺が買ったんだ。飯を食わせてやるのも当然だろ？」

        　すいとんはふすまばかりだったが、美お味いしくて、あっという間に平らげてしまう。

        「すごい食欲だねえ。俺のも食べな」

        　対する香林は酒だけで十分なのか、冷めかけたすいとんを紹に押しつけた。

        「いいの？」

        「餓鬼が遠慮するのはやめな。旨うまいか？」

        「うん」

        　紹は素直に頷いた。

        「そいつはよかった」

        　その様子を見て、香林はうっすらと笑む。

        「……あの」

        「ん？」

        「俺を拾って、どうするつもり？」

        「手前は口の利き方がなってないねえ。そいつも仕込んでやらなきゃなんねぇな」

        　自分の口の利き方だって酷ひどいくせに、香林はそれは棚に上げているようだ。

        「心も命も捨てろって言ったろうが。俺はそんな相手が欲しいのさ」

        「心も、命も……？」

        「ああ。だから手前は何も考えなくていい」

        　香林はあっさりと告げた。

        「何も……？」

        「考えないほうが楽だろ？　考えたらおまえは鬼になっちまう」

        　何を言われているのかよくわからない。

        　けれども、わからないなりに……それが真実なのだろうと、紹は頷いた。

        「手前はいい子だな」

        　甘く笑んだ香林の唇は、ほんのりと赤かった。

        　

        　

        　　　　　　　　　　◇　◇　◇

        　

        　

        「起きてよ、香林」

        　跪ひざまずいた紹が香林の躰を揺すると、彼は鬱うっ陶とうしそうに寝返りを打つ。寝具は質素で、そろそろ綿入れにしないと寒いだろうと思うのだが、香林は頓とん着ちゃくしなかった。

        　布団などなくても香林のことをあたためてくれる連中は、四六時中この家に出入りしているのだ。

        「るせえなあ」

        　香林は朝には滅法弱い。

        「朝は寝かせておけって、何度言わせりゃわかるんだよ」

        　身を起こした香林は忌々しげに紹を見据え、何か用でもあるのかと、不機嫌な口調で言う。

        「いい天気だから布団を干すんだ」

        「馬鹿。どうせ夜にはまたしっぽり濡ぬれちまうんだ。干したって意味なんてねえよ」

        　今日は一段と寝起きが悪いようで、香林は再び布団に潜り込んでしまう。

        「香林ってば」

        　紹はもう一度香林の躰を揺すったが、香林は起きなかった。

        　あれから四年が経たち、紹は十二になった。

        　香林が父親以上のろくでなしだと悟るまで、そう日にちは必要なかった。

        　飲むのと打つのは当たり前、買いはしないが色を売るも同然の生活ぶりだ。おまけに男好きで、しょっちゅう相手を取り替える。そのせいで男たちが殺してやるだの心中するだのと物騒なことを言っては刃にん傷じょう沙ざ汰たに遭うのが常だった。

        　香林には、秩序というものがない。

        　そのせいというわけでもないのだろうが、香林は住居を転々としており、今は『紹』から遠く離れた場所に暮らしている。この家もどこの爺じじいを騙だましたのか、妾しょう宅たく代わりに買わせたようだった。

        　きっとここを出ていくときに、さっさと売り払う算段なのだろう。生活費についてもそうやって稼いでいたが、紹には何も口を挟めやしなかった。

        　昔、香林はろくでなしなんだよね、と聞いた紹に、彼は真顔で「違う」と答えた。

        　――俺は人でなしなのさ。

        　ろくでなしと人でなしの違いが、紹にはわからない。

        　だけれど、人でなしの香林が育ててくれた自分は、極悪人に育つのかもしれない。

        　もし紹が将来を真剣に考えられる性分だったら己の未来を憂えたかもしれないが、その日暮らしの人間のどれだけが、自分の将来を設計できるだろうか？

        　そうでなくとも今の清国は、民草は貧困に喘あえぎ、諸外国から突きつけられた不平等条約に四苦八苦している。余裕なんて、どこにもないのだ。

        　そして国を考えてくださるはずの進しん士じとやらの多くは、己の益だけを望んで生きている。彼らの目標は、科挙に及第した時点で終わっているのかもしれない。

        「おう、香林。起きてたのかよ」

        　酒瓶を片手にやってきたのは、評判の破落戸で根ゲン山シャンという男だった。

        　紹は根山をちらっと見やったが、特に感想はない。

        　ただ、やっぱり先に布団を干しておくべきだったと反省しただけだった。

        「まだまだ、手前の顔じゃ番犬の面構えになっちゃいねえぜ。顔つきが優しすぎるんだよなァ」

        　くしゃっと髪を撫でられて、紹はますます俯うつむく。

        　顔を上げて挨拶をするのも億おっ劫くうだった。

        「根山じゃないか。何だい、朝っぱらから」

        「おめえの膚はだが忘れられないから来たんだろうが」

        　かねてよりの馴な染じみだという根山は、香林をいたく気に入っているらしい。それだけに彼が香林を抱く回数も多く、紹が初めて男同士の媾こう合ごうを見たのは、根山相手のときだった。

        　あの驚きは忘れられない。

        　香林が殺されると思って、紹は泣きながら根山に食ってかかったのだ。

        　今となっては、思い出すのが少しばかり恥ずかしい。

        「どうする、紹。見てくのかよ」

        　席を外していいというのなら、有り難い。まだ家事は終わらず、やることは山積みだったからだ。

        「餓鬼には刺激が強すぎるだろ」

        「何言ってやがる、香林。こないだもおまえ、縛るのを紹に手伝わせたくせに」

        「ふふ」

        　笑んだ香林はちらりと紹を見上げ、膝を立てる。

        　全裸に近い状態に寝間着代わりの袍だけを引っかけていたので、あられもないところまで覗いていた。

        「そのうち色気づいた紹に襲われてもしらねえぞ」

        「手前の飼い犬に犯されるほど落ちぶれちゃいないさ」

        「どうだかねえ。おめえが好き者だってのは、この餓鬼が一番よく知ってんだろ」

        　囁いた根山の大きな手が、香林の膚に触れる。

        「紹は淡泊なんだよ。こういうのを見ても何とも思わない」

        　そんなわけじゃない。

        　言われたとおりに、何かを感じる心を捨てただけだ。

        　最初の日、香林にそのように命じられたから。

        「あっ……早く……」

        　反応してきたらしく、香林の声が瞬く間に艶を帯びる。

        「妬やけるじゃねぇか。昨晩は随分お楽しみだったみてぇだな？　ん？」

        　耳打ちしながら、男は香林の膚を確かめるようにさする。

        　躰を拭くのを手伝ったことは数えきれず、彼の膚がいつもしっとりと濡れたようで――そしてどんな媾合のあとでもすぐに冷えてしまうのは、紹も熟知している。

        　きっとそれは香林の冷たい心の表れなのだと、彼と寝る男たちは語ったものだ。

        「この…っ、…焦じら…すな……」

        「馬鹿。折せっ角かく観客がいるんだ。おまえを可か愛わいがるところをたっぷり見せてやらなきゃつまんねえだろ」

        　根山は低く笑って、「こっちへ来い」と促す。

        　紹は無表情にじっとその場に座り込んだ。

        「香林はな、こうやって膚を撫でたり舐なめたりされんのは好きじゃねえんだ」

        　根山は言いながら、組み敷いた香林の白い膚にねっとりと舌を這はわせる。そうすると、香林の膚にぽつりぽつりと朱色の痕が落ちていくのだ。

        「やめ…っ……」

        「こいつは、ここに男を咥くわえ込むのが一番好きなのさ」

        　見せつけるように、男は香林の肉付きの薄い尻を撫でる。

        「返事しろよ、坊主」

        「はい」

        　面倒になった紹が素直に頷くと、根山はくっくっと笑った。

        「ここに嵌はめてやると、よがりまくって啜り泣くんだ。普段は悪態つきまくりのくせにな。可愛いんだか、たちが悪いんだかなぁ、香林」

        「も、うるさい……っ」

        　根山が言ったとおりに悪態をつく香林の姿は、それでいて麗しい。

        「そう焦れんなよ。たっぷり嵌めてやるからさ」

        「なら、さっさとしろ……！」

        　攻撃的なところも可愛いと言いたげに、根山は目を細めた。

        「その前に、準備をしてもらわねえとな」

        　彼はそう言って、香林の前で胡座あぐらを掻かいた。

        「しろよ、香林」

        「…………」

        　香林の瞳がとろりと潤んで瞬く間に淫欲を帯びるのを、紹は如実に読み取っていた。

        　彼の唇から唾液が溢あふれ、ぱたぱたと布団の上に滴る。既に香林の性器は勃たち上がり、白い蜜が滴っていた。

        「こいつを見ただけでとろとろになっちまうんだよな、香林は」

        「うん……」

        　鎌首をもたげた陽よう物もつに唇を寄せ、香林はうっとりとした表情でそれを舐ねぶり始めた。

        「ん、んっ……」

        　鼻を鳴らしながら口いっぱいに楔くさびをしゃぶり、香林は顔を前後に揺する。そこから性的な符号を見み出いだすのは容易たやすかったが、それ以上のものは感じなかった。

        「ね……」

        　陶然とした顔つきの香林が、先走りを啜る音が鼓膜を刺激する。

        「早く欲しい……」

        「何が？」

        「おまえの」

        　むしゃぶりつく合間合間に香林が囁くせいで、声音はひどく不明瞭で紹にはちゃんと聞こえない。だが、彼が卑ひ猥わいなことをねだっているのはわかった。

        「我慢しろよ、香林。おまえはこっちで呑むの、好きだろ？」

        　身を屈かがめた根山が、香林の尻を淫いん猥わいな手つきで撫でる。

        「…ぁうっ……」

        「ったく、もうひくつかせてやがる。昨日は梁りょうの旦那としけ込んだって聞いたぜ？」

        「だって……あの男、……二回しか、できなかった……」

        「つくづく好き者だなぁ、手前は」

        「ふふ」

        　香林の瞳がぼうっと滲む。

        「それにな、男の値打ちってのはな、出しゃあいいってもんじゃない。回数じゃなくて濃さだろうが」

        　何回こなすかではなく、女を取っ替え引っ替えしてもどれだけ出さずに愉たのしめるか――が世の中では大事なのだ。それを『閉へい精せい不ふ泄せつ』というのだと、訳知り顔で教えてくれた奴がいた。でも、香林は違う。そんなふうに焦らされることを許さず、技巧の限りを尽くして男に射精を迫るだろう。

        「いいぜ。たっぷり搾しぼれよ。おまえの尻はそのためにあるんだからな」

        「ん」

        　組み敷かれた香林は、まるで紹に見せつけるように膝を立てる。

        「く……ふぅ……」

        　赤黒い凶器に引き裂かれていく香林の肉体を見たところで、どんな感情も湧き起こらなかった。

        「あぁ…っ……」

        　根山の性器は、ぎょっとするほどに逞たくましかった。膨れ上がった一物が、香林の華奢な肉体を犯していくのだ。

        「や…っ……やんっ……」

        　双丘に楔をねじ込まれ、香林は甘えた声で訴えた。

        「嫌じゃねぇだろ、香林」

        「おっき…すぎ…っ…」

        「大きいのがいいって、いつもよがり狂うだろうが。ほら、緩めろよ」

        　根山が囁きながら、軽く音を立てて香林の尻を叩たたく。

        　入り口に埋め込まれたものを進めると、香林の躰がびくんと跳ねた。

        「あっ……ああ……すごい……」

        「すごいだろ？　ん？」

        　腰を揺らめかされて、香林の声が上擦る。

        「ぁあ……っ」

        　香林が腰を揺すりながら、根山を更に奥へと誘導していく。どちらかといえば気味の悪いほどの大きさの性器が呑み込まれていく様を見ていた紹だったが、さすがに飽きてきた。部屋から逃げ出そうともそもそと動いたのに気づき、根山は「出てくなよ」と低く命じた。

        「でも、洗い物が溜たまってて」

        「…まだ……？」

        　問うた香林は、啜り泣きながら布団を噛かみ締めている。

        「待てよ、香林。この餓鬼が出ていこうとするからさ。俺もおめえから出たほうがよさそうだ」

        「やめ…っ」

        　香林が甘ったるい声を上げて、根山を引き留めにかかる。

        「や……ぬくな……やだ……いや……」

        　甘ったれるような声音が新鮮で、紹はびくりとした。

        「中をこうしててほしいのか？　ん？」

        「うん…挿いれてて……」

        「じゃあ、見ててもらわねえとな」

        「見て……紹……」

        　ため息をつくように香林は告げ、自分を組み敷く根山の腰に己の両脚をしっかりと絡める。

        「…ここ…、…咥え…る…とこ…っ…見て……」

        「えれえ締めつけようだな、香林。そんなに飢えてたのかよ。昨日は二発済ませたんだろうが」

        「たり…ないっ……」

        　とうとう全部、ずっぽりと入ったようだ。

        　香林は根山に串刺されて、先ほどから甘い歔きょ欷きの声を漏らしている。

        「ほら、紹に何されてるのか教えてやれよ。折角見てんだ。どうして気持ちいいのか、ちゃんと伝えてやんな」

        　根山が香林の長い髪を掴み、紹のほうに無理に顔をねじ曲げさせる。頬を紅潮させ目を潤ませた香林はぞっとするほどに美しく、その紅こう唇しんを開いた。

        「中に、根山が入って……きもちいい……」

        「それじゃわかんねえだろ」

        「おっき…ので、…擦こすら…て……ぁうっ……」

        　根山の動きが変わったせいか、途端に香林の声が上擦った。

        「浅ましい奴だな。ほら、どうしたよ」

        「届く……奥、ああっ……！」

        「動いてほしけりゃ、きちんと教えてやんな。こいつはおまえの息子同然なんだろ？　ちゃんと教育してやれよ」

        「動け、って……」

        「動け？　動いてくださいだろ？」

        　息も絶え絶えになった香林は喘いでいたが、すべてろくな言葉になっていない。

        「…奥……おく、来て…っ……いいッ……」

        　ただ、「いい」と切れ切れに聞こえてくるから、この行為で彼が愉悦を得ていることは、未経験の紹にもわかる。

        「ああ、っ……あんっ、いい……いいっ」

        「畜生……なんて躰してやがる。こんなに俺に絡みついて」

        　紹の存在を忘れたように、根山もまた香林の肉体に溺れている。

        「……早く……もっと、……」

        　肉と肉がぶつかり合う音が、部屋いっぱいに響く。

        「くれてやるのはあとだ」

        　汗と独特の匂いに酔わされ、紹はもう身じろぎ一つできず、ぎゅっと目を閉じていた。

        「いい…、いい……いくっ」

        　香林の紅唇から、媾合の快楽を訴える声が迸ほとばしる。

        「達いくのはまだだ。ほら、押さえててやる」

        「やあッ」

        　根元を押さえつけられて、香林は狂ったように首を振った、

        「いいだろ？　ん？」

        「…やだ……やだ……やめて……」

        　か弱さの中に毒のような甘美さを滲ませた香林の声に、さすがの紹も刹那、耳を奪われた。

        「焦らされるのは好きだろうが」

        「いや…ッ……やめろ……っ」

        「抜いてほしいのか？」

        　意地悪く言った根山がそれを抜こうとしたので、香林は慌てて引き留めてかかる。

        「ったく、素直じゃねぇなあ」

        「……この…っ……」

        「欲しいくせに。早く白状しちまいな」

        「ほ、ほしい……」

        「よし」

        　抜けそうなほどにそれを引かれ、ぎりぎりのところで最奥に叩き込まれる。激しい突き上げに耐えかねるのか、香林の声はひどく甘い。

        「あァっ！」

        　押さえられていた付け根を解放されて、香林はあっという間に上り詰め、白濁を放ってしまう。

        　そのくせ更なる快楽を求めているのか、逞しい腰に絡めた脚を放そうとしない。

        「何が欲しいんだ？　ほら」

        　ずぶずぶと突き上げられて、香林は身も世もなく啜り泣く。

        　暫く揺すぶられた挙げ句、彼は堪えきれぬように、口を開いた。

        「子種……」

        　それを聞いて、根山は低く笑った。

        「女みてえなこと言いやがる。餓鬼でも孕はらみてえっていうのか？　ん？」

        「欲しい……中、注いで……おまえの…っ……」

        　いつも強気な香林が素直に男にねだるのは、こういうときくらいだ。

        「この淫乱」

        　呟いた根山が、激しく香林のそこに腰を打ち付ける。

        「……と、届く……中、あっ……かけて……っ」

        「子種で達いくのかよ。この色狂いが……！」

        　突き上げが苛烈なものとなり、肉と肉がぶつかり合う音が閨房けいぼうに響く。

        「やんっ……や、やあっ……ああ…、かけられて…いく、いく…ぅっ……」

        　再び絶頂を迎えた香林の爪先に力が籠もり、やがてぐったりと布団の上に落ちる。

        　根山が低く呻うめき、香林の中で出したらしく、彼はそれを引き抜こうとした。

        「だめ……」

        　香林は甘く訴え、またも根山の腰に自分の脚を絡める。

        「香林」

        「足りない……」

        　彼はそう言うと、繋つながった部分を指でそっと辿たどる。

        「もっと、欲しい……」

        「くそ……まだ襞ひだが動いてやがる」

        　根山が呟いて腰を軽く動かすと、中で掻き混ぜられる音がするようだった。

        「俺は四人の女と寝ても一度も出さねえで、五人目でやっと果てたのが自慢なんだぜ？　なのに、おめえときたら、俺を一度で達かせやがる」

        　とんでもない奴だと、根山は呻いた。

        　

        　

        　昼前になっても、交わりは続いていた。

        　連中は飽きることを知らない。盛りのついた獣でもあるまいし。

        「出すぜ、香林」

        「いい、いい……いいっ……出して…ッ…」

        　切れ切れに聞こえてくる媾合の声をいつもの話だと聞き流し、醒さめた気分で洗い物を済ませ、紹は洗濯物を広げる。この時間になると乾くかわからなかったが、気休めのようなものだった。

        　初めて香林の媾合を見たのは、拾われて一年ほど経った頃だった。

        　当時は北京ペキンの胡同フートンに住んでいたが、狭い長屋で部屋が一つしかない。香林は根山をはじめ男たちを引き込むたびに紹に駄賃を渡して外をうろついていろと言ったが、冬の真夜中に外にいたせいで、紹は酷い肺炎になってしまったのだ。それに懲りたらしく、香林はもう「外にいろ」とは命じなかった。それどころか彼は紹がいるところでも、平気で男と交わるようになったのだ。

        　――どうして香林は男と寝るの。

        　そう尋ねた紹に、香林は、「だったらおまえは、何で心の臓を動かすのさ」と平然と聞き返した。

        　要するに、香林にとってはそういうものなのだ。

        　男と寝るということは。

        　女ではなく、男のほうがより好みだった……それだけの意味なのだろう。そしてそういう人間を嗅かぎつけられる連中は、世の中には存外たくさんいるのだと、いつしか紹は学んでいた。

        「……紹」

        　ひそひそと呼びかけられて顔を上げると、近所の商家の一人息子である新妹シンメイが駆け寄ってきた。

        「新妹。どうしたんだ？」

        　新妹なんて女の子の名前を命名されたのは、彼の躰が人一倍弱いせいだと聞く。男児に女児の名をつけるというのは、この地方ではありふれた風習だった。新妹は常に青々と剃そり上げた頭が清潔で、彼が父母に可愛がられているのはわかる。彼が飛び跳ねるたびに、きちんと結った三つ編みがぴょんぴょんと跳ねて愛らしかった。

        「お昼、食べた？　うちに来ない？」

        　新妹は腺病質だが心根は優しく、何かと紹を気にかけてくれている。家が裕福な商家なので、紹をしばしば使用人に交えて食事をご馳走してくれた。

        「…………」

        「おいでよ」

        「うん」

        　紹はちらりと背後を振り返ったが、彼らの交わりはまだ続いているようだ。気にするだけ馬鹿馬鹿しいと、紹は息を吐いた。

        　歩きだした紹の後ろを、新妹は楽しげにちょこちょこと走る。

        「ねえ、香林さんって何をしているの？」

        　幼い分、新妹の問いは直ちょく截さいだった。

        「何って……いろいろ」

        「いろいろ？」

        「うん」

        　まさか新妹には、香林は毎日男を取っ替え引っ替えしているとは言えなかった。

        「泥棒をしてるんだって、うちの使用人は言ってたよ」

        「そう」

        　紹は無関心なふりで相あい槌づちを打つ。

        　じつのところ、香林が何をしていようと興味はない。

        　自分は、ひたすらに彼のそばにいるだけだ。

        　その問いを流しかけた紹は新妹が困り顔なのに気づいて、助け船を出してやった。

        「夜は大方うちにいる」

        　だから泥棒なんてできないのだと。

        「そうだよね！」

        　途端に新妹の声が弾む。

        　ただ、彼が寝床に引き入れる連中にはそういった後ろめたい稼業の人間が多く、また、香林自身が罪を犯すことやそういう連中とつき合うことに何ら痛痒つうようを覚えていないのは事実だった。

        「変だと思ったんだ。紹が一緒に暮らしてる人だもん」

        　にこっと笑顔を浮かべる新妹の瞳は、澄み切った青空のように美しかった。

        　香林といるようになってから、自分は何度こうして笑っただろう。

        　心を捨てろと言われた、あのときから。

        「俺、香林さんは旗人の末まつ裔えいとかって聞いたよ」

        　もとより口数の少ない紹が首を振ると、新妹は困ったように「そうなの」と心配顔になった。

        　清の祖である努ヌ爾ル哈ハ斉チは、軍の根幹をなすべく八旗制を作った。八旗に賊する旗き人じんたちは平時は農耕に励みつつ、要地の軍務に就いた。彼らは旗き地ちを支給されたり官僚となる特権を持っていて昔はそれなりに尊ばれたが、旗人が増えるに従って形けい骸がい化していった。

        　仮に香林が旗人の末裔だろうと何だろうと、そんなもので自分たちの生活が変わるわけではないのだ。

        　今のこの国は腐っているのに、天子様はどう思っておられるのだろう……。

        「まあ、いいや。あ、そうだ！　ねえ、紹も塾に行こうよ」

        「塾？」

        「そう。読み書きだってできないといけないもん」

        　読み書きなんて意味がないと、紹は俯いた。何よりも、自分に授業料を払えるはずもない。

        「うちの塾の先生はとても熱心だから、お金なんて気にしなくて平気だよ。見込みがある生徒には優しいんだ」

        　新妹であっても、紹が気にかけている点はわかるらしい。

        　だけど、新妹はこの世の中の理ことわりを知らないから、そんなに純粋なことが言えるのだ。

        「あーあ、紹がおいらの兄ちゃんだったらいいのに」

        「俺が？」

        「うん」

        　新妹が自分のどこを気に入ってくれているのかは、不明だった。ただ、何も言わずに新妹の話を聞いてやっているのが、彼には嬉うれしいのかもしれなかった。

        「でも、塾の話は本当だから……覚えておいてよ」

        「うん」

        　紹はその気もないまま、誤ご魔ま化かすように頷いた。

        　

        　

        　　　　　　　　　　◇　◇　◇

        　

        　

        「香林、飯」

        　香林を揺り動かすと、彼は面倒くさそうに躰を起こす。伸ばしっぱなしの長い髪は布団の上でうねうねと乱れ、黒い蛇のようだった。

        「飯？」

        「新妹にもらってきた」

        　残りものだったが、手つかずのおかずはもったいないくらいに美味しそうだ。これでだいぶ家計が助かるはずだった。

        「新妹……ああ……あの、角の大おお店だなの小便臭い餓鬼か」

        　裸同然だった香林に綿入れの長袍を手渡してやり、何とか見られる格好になってもらう。

        　香林は煙管を咥え、旨そうに一服を始めた。

        「ねえ、香林」

        「ん？」

        「どこかに落ち着く気はない？」

        　彼は眉を顰ひそめ、怪け訝げんそうに紹を見やった。

        「俺が？　何でどっかに落ち着かなきゃならねぇのさ」

        「どっかで働きたいんだ」

        「あのな、紹」

        　香林は真剣な顔で、紹の瞳を見つめた。

        「男の精ってのは、限度があるんだ」

        「は？」

        　唐突に何を言い出すのかと、紹は聞き返す。

        「男が一生のうちに射精だせる量ってのは限度がある。あんまり出さないのが美徳だって言っても、一箇所に留とどまってたら、搾り滓かすみたいな男ばっかり残るだろ。そんなのは耐えられねぇのさ」

        「香林……」

        　如い何かにも香林らしい表現に、紹は息を吐き出した。

        　どうしたって、香林とはまともな話し合いになりそうにないとわかっていたからだ。

        「じゃあ、男のためだけに転々としてんの？」

        「それだけでもないけどねえ」

        　香林は嫣然と笑って、煙管をぽんと叩いた。

        「なんだい、おまえはここらで落ち着きたいのかい」

        　新妹の父と話したところ、彼は紹の身分を哀れんだようだ。そして自宅へ下宿し、奉公しながら私塾に通わないかと誘ってくれた。もし人に借りを作るのが嫌なら、出世払いで返してくれればいいから、と。

        「……新妹の父ちゃんが、塾へ行ったらどうかって」

        「そういや、おまえの親は挙人様だっけな。それで見込みがあると思われたのかい」

        「さあ」

        「あの男、古ぼけた藍衣をやけに大事にしてたが、今はどこでどうしてるのやら」

        　父の消息は、あれから杳ようとして聞いていない。二人で旅から旅の人生なので当たり前だが、一人きりになってしまって元気でいるのだろうか。

        「勉強なんてしてどうするのさ。おまえは立派な躰があるんだから、どこぞで奉公に出りゃいいだろうが」

        　彼は嘯うそぶきながら、紹の三つ編みをくいくいとじゃらすように引っ張る。その手つきがいやに艶めいており、紹はなぜかどきりとした。

        「でも、学がないと」

        「なるほど」

        　香林は首を縦に振った。

        「――おまえにそういう気持ちがあるんなら、止めないよ」

        　意外な言葉に、紹は思わず顔を跳ね上げる。

        「…………」

        「落ち着きたいんなら、この町に残ってもいいぜ」

        「香林は？」

        「俺は生まれながらの流れ者だからな。一箇所に留まるのは性に合わないって言ってんだろ」

        　平然と告げる香林に、紹は妙な焦燥を覚えて口を閉じた。

        　それに気づいたのか、彼は取りなすように肩を竦すくめた。

        「まぁ、いいだろ。暫くここにいるし、私塾でも何でも好きにしろ。見学したいっていやあ、邪魔にはしねぇはずだ」

        「うん」

        　香林が許してくれたのが嬉しく、紹は大きく頷いた。
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        　いざ通ってみると、塾は想像していたよりも面白かった。

        　はじめは町でも評判の阿婆擦あばずれの香林とともに暮らしているせいで、ほかの生徒からは遠巻きに見られた。優秀な者には門戸を開くはずの教師たちも、紹の資質がわからないだけに、最初のうちは尻込みしたようだった。

        　何しろ、一緒に暮らしている香林の評判が悪い。

        　人を斬っただの、殺しただの、盗みを働いただの。

        　紹は優秀だった父親の話はしなかったが、もともと頭の回転は悪くはない。すぐに教師に認められ、しっかり勉強すれば果ては科挙だって挑戦できようと言われた。だが、幼い頃から四し書しょ五ご経きょうに慣れ親しんできたわけでもないし、そんなものが夢物語だと知っている。「進士は月日をも動かす」そうだが、それは紹のように地を這う人間とは違う連中を指すのだ。けれども、勉強をしていればいつかいい働き口を見つけて、香林を食べさせることもできるのではないかと思うから、紹は可能な範囲で学業に励んだ。

        「じゃあ、またね、紹」

        「うん」

        　新妹は相変わらず紹に懐なつき、まとわりついてくる。

        　もとより無口な紹がじっと話を聞いていると知っているので、そのほうが気楽なようだ。彼の家は人の出入りが激しい商家だし、いろいろ悩みはあるのだろう。

        　この町は居心地がよく、冬は寒さが厳しい点を除けば暮らしやすい。

        　今のまま、ここに居着けないだろうか。

        　香林と二人で。

        　そんなことを夢見られるのは、自分が大人になったせいだろう。もし香林がここに残ると言ってくれたら、すぐに働き口を探そう。

        　そう考えながら、今日習ったばかりの詩文を思い出す。

        　多情却総似無情――多情は却かえって総すべて無情に似たり。

        　感じやすい心を持つとかえって物事には鈍感になりやすいという意味なのだが、多情という言葉を浮気者という意味にとれば、香林のような人間を指しているようにも思えた。

        「ただいま」

        　戸口で声をかけた紹は、紅こう閨けいから聞こえてくる甘い声にうんざりとする。またあの柄の悪い男を引き込んでいるのだ。

        　大酒飲みで頬の大きな十文字傷が目立つ亜あ牛ぎゅうは香林をひどく苛さいなみ、時々失神させるときもある。加虐趣味を持つのか、彼が来ると香林は酷く打ちょう擲ちゃくされ、躰が痛んで暫く他の男と寝られなかった。

        　なのに、こいつがいいんだろうか。

        　亜牛は訪れるたびにつまみがないと文句ばかりを言うので、紹は作り置きしておいた肉の煮込みに火を入れた。適当なところで皿に盛り、まだ喘ぎ声が響く閨ねやを簾すだれ越しに覗く。

        　今日は亜牛の機嫌がいいらしく、香林を殴らなかったようだ。何でも好きなものを買ってやるだの何だのという声が響いてきた。

        　何でも盗ぬすっ人とを生業なりわいとしているらしく、香林にあれを買ってやるだのこれを買ってやるだの、かしましいことこのうえない。

        「…………」

        　無言で入ってきた紹を目にし、亜牛は「よう」と声をかける。紹が目礼だけで済ませたのを見て、彼はふて腐れた口調になった。

        「愛想のねえ餓鬼」

        「挨拶するだけいいだろ」

        　呟いた香林は、亜牛の腿につうっと指を這わせる。

        「もう、しない？」

        　亜牛は顎から頭頂にかけて真っ赤に染め、香林の腕を掴んだ。

        「するに決まってんだろ。ったく、おまえは可愛いな、香林」

        「俺が？　そんなこと言う奴は滅めっ多たにいないな」

        「こうやって抱き締めて組み敷いたら、壊れちまいそうだ。ほら、こっちの孔あなももう閉じてやがる」

        「あっ……」

        　淫らな声を上げて、香林が上体を撓しならせる。

        「何か欲しいものはないか？　何でも俺が手に入れてやる」

        「天子様の首も？」

        　蠱こ惑わく的な口調で問われ、亜牛はくっくっと笑った。

        「それはほかの奴に任せてさ……金蔵いっぱいの金なんてどうだ」

        「金には興味はないけど、それも楽しそうだねぇ」

        　囁いた香林は、亜牛の耳みみ許もとに唇を寄せて耳じ朶だをきゅうっと噛む。

        「なあに、金なんてあるところにゃ唸うなるほどあるんだ。待ってろよ、香林」

        「ふふ」

        　男の躰以外に興味はないくせに、香林はうっすらと微笑ほほえんだ。

        「ね……挿れて、ここ」

        「ここ、か？」

        　真っ白な腕が、閨の中で動く。亜牛の背中を掻き抱くために。

        　彼らの媾合を背に借りてきた書を読んでいた紹は、いつの間にか寝入ってしまったようだ。目を覚ましたのは、家へ帰る亜牛に弾みで蹴られたせいだった。

        　いてて、と顔をしかめながら起き上がると、香林はしどけない格好で半身を起こしている。

        「香林」

        「ん？」

        　月明かりをもとに枕元の壺酒こしゅを呷あおっていた香林は、紹に問われてとろりと濡れた視線を向けた。

        「あいつ、何かするつもりなのか」

        「さあてね」

        　例によってつかみ所のない、謳うたうような節回しだった。

        「強盗でもされたら、下手すれば香林までお役人に捕まるんじゃ」

        「べつに。そんなことをしろなんて言ったつもりはない」

        「…………」

        「それに金も必要だろうが。そろそろ生活が苦しくなってきたからな」

        「そうだけど」

        　だからといって香林に働けという権利は、紹にはない。

        「まあ、あいつが天子様の首を取ってきたら、面白いけどな」

        　興味がない様子で香林は片膝を立て、そして浮かない顔の紹を見て笑った。

        「本当におまえは真面目だな。俺の養い子とは思えねぇ」

        　つうっと顎から頬にかけて撫でられて、躰の奥にある神経がざわめくような気がした。

        「…………」

        「だんまりかい」

        　心をなくせ、何も考えるなと命じたのは、香林のほうではないか。

        　今の紹は、それを忠実に守っているに過ぎない。

        「文句があるなら、ここを出たってかまわないぜ、紹。手前の飯だって、あいつが強盗で奪った金が元手なんだからな」

        　そう言われると、ぐうの音も出なかった。

        「俺がこの躰で稼いでる金で、おまえを生かしてるんだ」

        　告げてから、香林は意味ありげに紹の胸元を撫でた。

        「おまえも稼ぎ方を覚えてくるかい？　そろそろそういう歳だ。面構えはそれなりだし、買ってくれる奴もいるかもしれないぜ」

        「こういうのは……嫌だ」

        「躰で稼ぐのが不満だっていうのかい」

        「向いて、ない……から」

        「じゃあ、俺がこうやって金を稼ぐのも不服かい」

        　黙っていては肯定になると思ったが、なぜか、言葉が出てこない。

        「俺の稼ぐ金が汚いのかい？　つまりは俺が汚いと？」

        　果たして、そうだろうか。

        　たとえば今、こうして香林に触れられていると、躰の奥がざわめいてくる。

        　昔はこんなことは、なかったのに。

        　この頃の自分は……変だ。

        　躰が汗ばんできて、紹は狼ろう狽ばいに口を閉ざした。

        「――何だい、おまえ」

        　香林がおかしげに呟き、下腹部を布越しになぞった。

        「偉そうに説教をしてるくせに、俺に触られ勃ってやがる」

        「ち、ちがう！」

        　さすがに声が上擦ってしまう。

        　香林に関して何も思ってはいないが、肉体の反応は別枠だった。

        「違わないだろ」

        　香林はぺろりと舌を出して己の唇を舐った。

        「そういやおまえ、今朝も一人で起きだして洗濯をしてたんだって？」

        「そ……」

        　それは、と言おうとして声が掠かすれた。

        　珍しく狼狽えきった反応のせいで、香林はすべてを悟ったらしく、にやりと唇を綻ばせる。

        「いいぜ」

        　淫いん蕩とうなまなざしだった。

        「何が」

        「俺の躰を教えてやる」

        「嫌だ……！」

        　狼狽に紹は暴れかけたが、香林にそこを緩く撫でられて息を詰める。

        「餓鬼」

        　ふ、と香林は笑んだ。

        「縛って犯すのも愉しそうだ」

        「離せよ！」

        「珍しいな、紹。おまえが嫌がるなんてさ。何でも俺の言うことを聞くくせに」

        　暴れる紹を容易くいなし、彼は帯で紹の腕を括ってしまう。余った部分を柱に結びつけ、喉を震わせて笑った。

        「手間かけさせやがって」

        「な……何するんだよ……」

        　いつもは落ち着き払った紹も、このときばかりは震えずにはいられなかった。寝転がったまま、自分の傍らに腰を下ろした香林を必死で睨にらみつける。

        「何？　俺の味を教えてやるって言ってんだろ」

        「何で！」

        「理由？　理由ねえ……さあて、どんな理由が必要かね。俺が俺のものに手を出すのに、何か言い訳がいるのかい」

        「放せよ！」

        　心を捨てろと言ったのは香林のほうだ。

        　だから、捨ててきたのに。

        　触れられたら心が生まれてしまう。

        　そんなのは、香林を抱く男たちを見ていればわかることではないか！

        　それは、本能的な畏おそれだった。

        「声は出してもいいぜ？」

        　香林はそう呟いて、剥むき出しになった紹のそこを見やる。

        「まだ被かぶってやがる。餓鬼だな」

        　性器をひたりと掴んだ手は、冷たかった。

        「……う……」

        　恥ずかしいことを言われて、さすがの紹も真っ赤になる。

        「剥いてやるよ……ほら」

        「…嫌だ……っ」

        　抵抗して暴れようと思っても、香林の手練手管の前には通用しなかった。

        　怖い……。

        「怖がるなよ。舐めてやるから」

        　怖いのに、気持ちよかった。

        　香林の舌が絡みつくように茎をなぞる。あたたかい舌で力強く舐られ、紹はあっという間に兆した。

        「感じてんだろ？」

        「……もう……放せ……」

        　知らなかった。

        　香林にしゃぶってもらう男たちは、こんなに気持ちいいことをされていたのか。

        「情の強こわい餓鬼だな。可愛がってやるから、泣くなよ」

        　香林は甘く囁き、尖せん端たんから扱しごくようにして唇で締めつけてきた。

        　香林の口こう腔こうに含まれたと思った瞬間、紹のものは弾けていた。

        　顔を上げた香林は、見せつけるようにそれを飲む。

        「やだ……」

        「初物の味ってのも悪かないね」

        　香林は唇を綻ばせ、己の衣服を脱ぎ捨てる。

        　亜牛がつけた跡があちこちに残った躰は、それでいて美しかった。

        「まずは味わわせてやるよ」

        　そう言った香林は紹の一物を掴み、下腹部に跨またがってくる。

        　触れた彼の膚は、やはり冷たい。

        「っ！」

        　悲鳴を上げたが、間に合わなかった。

        　香林の腰がゆっくりと動き、驚くほどなめらかに紹のものは中に呑み込まれていった。

        　信じられないくらいに、そこは熱かった。

        「やっ……やめろ…！」

        「嫌じゃないくせに？」

        　香林の中はこんなふうになっているのか。

        　いつも冷えきっていると思っていた肉体は、こんなにも熱を帯びていたのか。

        　熱く潤んだものが、肉棒にまとわりついて離れない。

        　ぴくぴくと全体が蠢うごめき、まるで生き物みたいだ。

        「暴れてないで、味わえよ。ほら……気持ちいいだろ？」

        「…知るかっ……」

        　どうしよう。

        　どうしよう、気持ちいい……。

        　こんなふうに襞ひだに包み込まれると、自然と息が上がる。きつい締めつけも心地よかった。

        「紹。手前のものが、俺の中にいるんだ」

        「こ……香林……」

        　一つになるというのは、こういうことなのだろうか。

        　なぜだか、泣きたかった。

        「ほら、注ぎな……悪かないだろ？」

        　香林がゆったりと腰を揺らし始めたので、紹は低く呻いた。

        「……ふふ…っ、…紹……搾ってやるよ……」

        　気持ちがよかった。

        　香林の最奥は、こんなにあたたかいのか。

        　熱い肉の狭はざ間まに性器を挟み込み、香林が腰を動かす。

        　たまらない……。

        　脳が蕩とけていきそうだ。

        「香林……香林っ」

        　普段は無口な紹だったが、さすがに黙っていられなかった。

        　生き物みたいに蠕動ぜんどうする襞が、紹の動きに応じてかたちを変えていくような気がする。

        　きちきちと締めつけ、まるで自分の精液を搾り取ろうとしているみたいだ。

        「香…林……」

        　――どうしようもなく、気持ち、いい……。

        　呑み込まれた肉は複雑に動き、紹を激しく締める。

        「そう泣くなよ。気持ちいいくせに」

        「あんた…は……？」

        「まずまずだ。でも……よくしたいなら、これ……触って」

        　香林に導かれたとおりに彼の性器に手を伸ばし、見よう見まねで扱く。

        「うん、存外上う手まいな……」

        　すると香林の襞の締めつけが一層厳しくなり、紹はたまらなくなって香林の中に一度放った。

        「……ふふ……出したな」

        　香林はうっすらと笑む。

        「うん……香林……」

        　香林、と魘うなされるように囁きながら、紹は彼の性器を懸命に弄いじった。香林も感じてくれているのだと思うと嬉しくて、早く達かせたくなってしまう。先走りで湿ったものを玩弄すると、ぬめった香林の性器も硬度を増す。

        「いいだろ、紹。こいつが俺の躰だ」

        「ぅう……」

        　息もできない。

        「男も女も、ここから先は泥沼だ。嵌めるのも嵌められるのも、孔一つのことなのにな」

        　呼吸すら覚おぼ束つかないほどの深い快感。

        　せつなげな声を上げて、香林が自分の上で果てる。

        　初めての悦楽に、紹は身も心も溺れていた。
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        　夢みたいだ。

        　一度味わうと、香林の躰はひどく甘いのがわかる。

        　そうなるともう、離せない。

        　家事をしているあいだは香林と寝るのをやめようと思うのに、彼が男を引き込んでいるのを見ると、苛いら立だちが募った。

        　香林に閨に誘われる夜を待つ自分は、本当に犬のようだ。

        　香林もまだ年若い少年の躰をいたぶるのに愉しみを見出したのか、さして日を置かずに何度も紹を床とこに招く。

        　そうすると、紹は最も早はや逆らえなかった。

        「なァ、紹」

        　肘から腕にかけてを慰みに触れられ、夢うつつの紹が振り返る。

        　すると三つ編みが揺れて香林の頬を強したたかに打ったため、彼は小さく舌打ちした。

        「ん……？」

        「おまえに惚ほれてやがる新妹って餓鬼」

        「惚れて？　新妹は男だよ」

        　紹は慌てて身を起こし、全裸の香林を見下ろす。剥き出しの肩が寒そうで紹が手近にあった綿入れを被かぶせてやると、彼は微笑んだ。

        「毎日毎日飯を運んできて、飽きもせず。そこまでかまうってことは惚れてんだろ」

        「…………」

        　布団に再び潜り込み、紹は気まずさを覚えて口を閉ざす。

        　新妹には申し訳ない真ま似ねをしている自覚はあった。

        　このところの紹は香林に夢中で、新妹とろくに話していない。誘ってくれた私塾にも殆ほとんど顔を見せていなかった。

        「照れるなよ。いつも手前に飯を食わせてもらってて、悪いなって思ってるだけさ」

        　それは香林が働かないから、哀れまれているのだ。自分たちは物乞いと同じ程度の扱いだとは言えなかった。

        「新妹のところは大店だから」

        　代わりにべつの言葉を口にすると、香林は首を傾かしげた。

        「大店ったって、それなりに警戒はすんだろ。手前みたいな他人を店の中にほいほいと入れるもんか」

        　確かに新妹の家は立派だし、守りも厳重だった。

        「夜なら平気」

        　自分の頭を撫でてくれる香林の手が気持ちよくて、紹は眠りに引き込まれそうになる。

        　膚を重ねてからというもの、少しずつ、香林との距離が縮まったような気がする。こうして打ち解けて話すようになったし、前よりも相手にしてもらえる。

        　それが、嬉しい。

        　嬉しさを感じるのは、自分に心がある証拠なのだろう。

        　こんなにいい気持ちになるのなら、心があるのは悪いことじゃない。

        「夜？　そっちのほうが厳しいんじゃないかい」

        「昼間よりは夜のほうが、見つからない」

        「へえ。門番は文句言わないのかい」

        「門番に預けてる。符ふ牒ちょうを言うと開けて出してくれるんだ」

        「ああ、なるほどな」

        　香林はあっさりと頷いた。

        「餓鬼のやることだから、妙な頓とん知ちとかなんだろ」

        「違うよ。詩の言葉」

        「詩？」

        「多情は却かえって」

        　紹がそう言いかけたところで、玄関で物音がする。どんどんと戸を叩く音に、紹は振り返った。

        　一気に眠気が覚める。

        「ちょっと！　いるんだろ！」

        　中年の女性の声に、紹はあたふたと着替えを引っかけて戸口へ向かう。

        「はい」

        「子供には用がないよ。香林ってここに住んでるんだろ」

        　髪を結い上げて紅を差した女性は美しい衣服を着ていたものの、鬼神もかくやと思えるくらいに凄すさまじい形相をしていた。

        「それが何か？」

        「どいてちょうだい」

        　ぐっと押し退のけられて、紹は壁に強かにぶつかってしまう。土間からずかずかと上がり込み、彼女は閨に足を踏み入れた。

        「ちょっと！」

        　紹の制止の声も聞こえないほどに、彼女は苛立っているようだった。

        「あんただね、香林っていう阿婆擦れは」

        「誰？」

        「うちの亭主を寝取るとはどういう了見だい」

        「亭主？　悪いがどこの男のことさ」

        　煙管を吸っていた香林は全裸に近かったものだから、彼が起き上がると女は小さく悲鳴を上げる。しかし、すぐ気を取り直して香林を睨みつけた。

        「寝取ったつもりはないね」

        「うちの小しょう飛ひはあんたなんかに引っかかるような奴じゃないんだ。それがすっかり腑ふ抜けちまって」

        「躰で奪われた相手なら、あんたが躰で繋ぎ止めりゃぁいいだろ」

        　何事もないような香林の台詞せりふに、紹は少しおかしくなってしまう。だが、笑ったりしたら更に泥沼だと、何とか黙り込んだ。

        「この……っ」

        　彼女が右手を振り上げたのを見て、紹は慌ててその腕を背後から掴む。

        「ちょっと！　何すんのよ！」

        「香林を殴るのはだめだ」

        「なによ、あんた、餓鬼のくせにこの男の味方するわけ？　頭が変なんじゃないの」

        　子供のくせに？

        　それとも子供だから？

        　わからないけれど、香林が傷つけられるのは許せなかった。

        「酒場で破落戸どもに躰を売ってる阿婆擦れなんて……野垂れ死にしちまえばいいんだわ！」

        　呪じゅ詛その言葉はひどく醜悪だ。

        「じゃあ、あんたの躰は売れるのかい」

        　香林はひたりと女を見据える。

        「何ですって？」

        「あんたの躰を高く買ってくれる奴がどれくらいいる？　あんたにはどんな価値がある？」

        「な……」

        　わなわなと躰を震わせ、彼女は真っ赤になった。

        「俺の躰にはそれだけの価値があるから、連中は金を払ってでも抱こうとするのさ。俺は金が欲しいなんて言ったことは一度もないぜ」

        　毅き然ぜんとした物言いに反論できなくなり、女性は両手を握り締め、無言で土間へ向かった。ぴしゃんと扉が閉まる音が、やけに響く。

        「返してほしい、ねえ……」

        　取り残された香林は煙管を手に、小さく呟く。

        「心って奴があるから、人はああなっちまう。いらないもんは捨てちまったほうがいい」

        　心。

        　香林が捨てろと命じたものだ。

        　でも、きっとここに宿っている。自分の中に、確かに。

        　紹はぎゅっと袍の上から、自分の胸のあたりをさすった。

        　それを香林が知ったら、怒るだろうか。自分をいらないと捨てるだろうか？

        　心がない奴なんて、どこにもいない。

        　何もなくとも、相手と触れ合った瞬間から、情は生まれるというのに。

        　

        　

        　　　　　　　　　　◇　◇　◇

        　

        　

        　その頃から、妙な予兆はあった。

        　相変わらず香林は男を引き摺り込む日々を送っていたが、何かが違った。

        「…………」

        　夜半過ぎに目を覚ました紹は、躰を起こして隣の布団を見やる。

        　空っぽだったし、触れてもぬくもりはなかった。

        　香林が帰ってこない。

        　やはりあの女に変なことをいわれたのが、堪こたえていたのだろうか。

        　香林はあれから、賭と場ばに一日おきに通っているようだった。紹は賭場には行けないから、こうして一人で留守番するほかない。

        　目を閉じていると、香林の冷たい肉体を思い出してしまう……。

        　そのくせ一物を差し入れると熱く締めつけ、潤んだような声を漏らした。男を食はんで震える襞の甘さは、喩たとえようもない。

        　あんな躰、味わっちまったらもう……たまらない。

        「ん……」

        　ひたひたと跫音きょうおんが聞こえたが、一度家の前で止まり、それから再び進む。

        　香林だ。

        　なぜだかそう直感した。

        　とろとろとした眠りに就いていた紹は思わず身を起こし、小走りで玄関を飛び出した。

        「香林！」

        　寒いと思ったら、外はひどく吹ふ雪ぶいている。

        　香林は長袍を身につけ、ざくざくと雪を踏み分けて歩いていた。激しい風雪のせいで、紹の声はまるで聞こえないようだ。

        　香林が町外れに向かっていることに気づいて、紹はぎょっとした。

        　そんな……まさか、ここを出ていくというのか。

        　裸は足だしのまま、紹は必死で香林を追いかけた。

        「香林！　香林」

        　風のせいで切れ切れになった声が、漸く香林の耳に届いたようだ。

        　彼はぴたりと足を止めた。

        「起きちまったのか」

        　立ち止まった香林は気まずい顔つきになり、駆け寄った紹を見やった。

        「寒いだろ、馬鹿。裸足なのかい」

        「どこ、行くの？」

        　いつもはもっと落ち着き払っていられるはずなのに、なぜか胸騒ぎがして。

        「旅に出たくなったのさ」

        「旅？」

        「そ。でも、おまえはここにいたいんだろ？　私塾だってあるしな」

        「急に、どうして？」

        「ここいらの男は食い尽くしたからな」

        　さも香林らしい答えだった。

        「――俺は」

        　香林。

        　心を捨てろと、言われた。

        　なのに、その冷たい膚の内側に眠るものに触れてしまうと……どうしようもない。

        「俺は香林のそばにいたい」

        「手前は私塾に行きたいんだろ？　新妹を可愛がってるじゃねぇか」

        　新妹の存在なんて、思い出しもしなかった。

        　今は、香林に置いていかれるかもしれないという不安のほうが遙はるかに強い。

        「でも、香林がいい」

        「――――仕方のない餓鬼だな」

        　暫く黙っていた香林は、くしゃっと笑った。

        　そうか。

        　唐突に、紹は悟った。

        　香林は自分のことを考えてくれたんだ……。

        　ここに残って私塾に行ったほうがいいだろうと。

        　信じられなかった。

        　これまでは紹を都合のいい道具のように扱ってきた香林が、初めて自分に情を示してくれたのだ。

        「おまえ、あれほど捨てろって言ったのに……拾っちまったな」

        　小さく呟いた香林は、紹の肩に落ちた雪を払う。

        「俺と来るか、紹」

        「……うん」

        「俺を恨んだりしないか？」

        「しない」

        「仕方ねぇな。沓くつを取っといで。ここで待っててやるから」

        「うん」

        　心を、拾ってしまった。

        　本当は欲しくなかったのに。

        　捨てろと言われたからそのままにしておいたほうが、よほどましだった。

        　だって、それを手に入れたらそこから先は修羅の道だ。

        　阿婆擦れの香林なんかに心を奪われて、どうしろっていうのだ。

        　この先、自分は香林と躰を重ねるすべての男を憎むだろう。

        　それが予想できていたからだ。

        　――なのに。

        「香林、寒くない？」

        　唐傘を掴んでそう聞くと、香林は「べつに」と短く答えた。

        　心を捨てたはずの自分に情愛が芽生えたように、香林もきっと何かを感じているのだろう。

        　膚を重ね、言葉を重ね、日々を重ねているうちに、きっと、香林の中にも何かが生まれたのだ。

        　香林だって、多情ではあるけれど、無情ではないはずだ。

        　自分はおそらく、香林にとっては唯一の例外。

        　特別なんだ。

        　それは、常日頃からそばにいた紹だけが手にできる特権なのかもしれない。

        　

        　

        　　　　　　　　　　◇　◇　◇

        　

        　

        「ただいま」

        　酒を買って戻ってきた紹は念のため土間から一声かけたが、どうせ聞いている者もいないと知っている。

        　ちらりと簾越しに覗いた閨の行あん燈どんの微かすかな光の下で、香林の仄ほの白じろい肉体が蠢く。

        　こんなときに酒を持っていっても、面倒なことになるのは目に見えている。

        「うんっ……ん、んっ……ああっ……いい……」

        　切れ切れの喘ぎはあまりにも淫らで、紹の鼓膜を擽り続けた。

        「好きもんだなぁ、こいつ」

        「本当だぜ。見ろ、この顔」

        　男の下腹部に顔を埋め恍こう惚こつとする香林は、背後から別の男に犬のように貫かれている。既に何度も上り詰めたあとのようで、香林の下腹部は精液で汚れていた。

        　二人の男たちは初めて目にする顔で、どこぞの居酒屋で引っかけてきたのだろう。

        「もっと、して……」

        　男を貪る香林の声は甘かった。

        　紹はよけいなことは何もしゃべらず、黙々と食事の支度をする。

        　自分は特別だから。

        　あのとき、香林が見せてくれた情というもの。

        　それを縁よすがにすれば、耐えられた。

        　あれから三年経って紹はすっかり大人の男の体つきになったが、香林は変わらない。相変わらず娟けん麗れいな容貌を見せつけ、男を手玉に取る。

        　生活費を稼ぐのは紹の仕事であるため、彼が浪費をしたりしないのが有り難い。学のない紹はまともな職に就くのは難しく、今も日雇いで仕事を得ていたからだ。それでも困窮に喘ぐほどではなく、二人で何とか暮らしていける。

        　――と。

        「酒、足りねえぞ」

        「…………」

        　黙ったまま料理を中断し、紹は酒の入った壺を持って閨に足を踏み入れた。

        　しゃらんと簾が鳴る。

        「ん、ん、んっ……」

        　香林は胡座をかいた男の下腹部に顔を埋め、両手を使ってそれを舐っていた。

        　夢中になっているのは、その蕩けた顔を見ればよくわかる。勃ち上がったものからはとろとろと雫しずくが零こぼれ、一層淫らだった。

        　だが、それに何か感懐を抱かない。

        「おまえも混じるか？」

        「え？」

        「香林は好き者だからな。二人がかりで注いでやったのに、まだ足りないらしい」

        　膚を男の精が散々汚しているというのに、香林の表情は甘く、奉仕をやめるつもりはないようだった。

        「……んむ……んっんく……」

        　舌でねっとりと男の幹をなぞり、孔に溜まった雫でさえも吸い取ろうとする。唾液でぬらぬらと光るようになるまでそれを舐っても、それでも満足行かないとでも言いたげに、香林は陽物を口に含む。

        「ふ……ぅ……」

        「こいつは口の中でも感じるんだ。だから、これが好きなんだぜ」

        「…はぅ…っ…」

        　いやらしい音を立てながら口こう淫いんに耽ふける香林の姿は、ひどく淫猥だった。闇の中で蠢く肉体の白さに、男たちの目は釘くぎづけになっているようだ。

        「俺は、べつに」

        　紹は短く答えた。

        　香林と寝るのは嫌ではなかったし、膚を重ねた回数は数え切れなかったが、明日も仕事がある。

        　それに、こんな真似をせずとも香林と自分のあいだには絆きずなが存在した。

        　有象無象には、決して手に入れられない確固たる絆が。

        「淡泊だねぇ。さすがに香林と一緒に暮らすのは、まともな神経じゃいられないって？」

        「明日も仕事なんで」

        　あっさりと言った紹に、破落戸は「だったら見るだけ見てけよ」と笑った。

        「やんっ……や、そこ……だめ……」

        　今はまだ、何とか耐えられる。

        　しかし、香林を犯す男たちを、己は心の中で何回殺しただろう。

        　香林を自分だけのものにしたくて。

        　すべての男を殺せば、香林は己のものになるのだろうか。

        　世の中に男という種族がいるから、香林は淫乱なのではあるまいか。

        　そんな紹の空想を打ち消したのは、香林の卑猥な声だった。

        「早く、挿れて……」

        　ねだる香林の声が甘みを増す。

        「おう」

        　口を犯していた男は香林の頭を押し退け、その前で屹きつ立りつを扱く。男の精をまともに顔に受け、香林は嬉しげに体液を舐め取った。

        　もう一人が香林を抱き上げて、強引に向かい合うように自分の腿に乗せる。窄すぼまりに怒張を押し当て、媚び肉にくを一息に貫いた。

        「やぁっ」

        「嫌じゃないだろうが。ほら、動けよ。気持ちいいだろ？」

        　ぴしゃんと尻を叩かれ、香林が腰をくねらせた。

        「うん……ん、んっ……すごく……」

        　白磁の如ごとく膚を紅色に上気させ、香林は憑つかれたように腰を揺する。潤んだ瞳からは涙が溢れ、まるで処女が犯されるときの含がん羞しゅうにも見えるから不思議だった。

        「どこがいい？」

        「…奥…っ……やっ、それ、届く…ッ…」

        　歔欷する声の淫らさに、先ほどまで口淫をさせていた男は狼狽するように酒を食らう。

        「腹の中にかけてほしいんだろ？」

        「ん……欲しい…っ……」

        「おまえの餓鬼も見てるぞ」

        「…うれし……」

        　ふふ、と香林が甘く声を立てて笑う。それを見て「余裕だな」と呟いた男が腰を掴み、今度は己のやり口で滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに突き上げる。

        「ああっ！　……あん…っ…いい、……」

        「すげぇ締めつけだな。食いちぎられそうだ」

        「太い…」

        　感極まったように言って、香林が男の肩にしがみついた。唇を首筋に寄せ、「嬉しい」と鼻を鳴らす。

        「……きもちいい……太いの、奥、当たって……」

        　男と香林のそこは陰と陽が噛み合うようにぴったりと嵌はまっていて、もう離れそうにないと思えるほどだ。

        「かけて……熱…いの……ちょうだい……」

        　はしたなくねだる香林の声が、閨に響いた。

        　

        　

        「紹……」

        　香林に呼ばれ、朝食の支度をしていた紹は顔を上げる。

        「脚、拭けよ」

        「…………」

        　紹は無言のままで外に行って水を汲くむと、再び戻ってくる。手拭いを濡らして固く絞ると、香林の膚に残った蛮行の痕を拭き取ってやった。

        　時折触れる彼の膚は、やはり冷たかった。

        　香林の躰がぬくみを帯びるのは、男と媾合に耽るほんの一瞬なのだ。

        「酷い声」

        　紹の指摘に、香林は咳せきをして何度か声を整えて「そうか？」と聞いたが、嗄かれた声は戻らなかった。

        「何人も相手にするのはいいの？」

        「効率がいい。一度にたくさんのが、たっぷり注いでもらえる」

        　香林のまなざしに陶然としたものが滲む。

        　きっと先ほどの行為を反はん芻すうしているのだろう。

        「おまえも注ぐか？」

        　ついと男が膝を立てたので、紹は首を振った。

        「俺ぁ仕事だから」

        「相変わらず真面目だねえ」

        「香林が不真面目なんだ」

        　珍しく紹が反論を口にしたのがおかしかったのか、彼は声を立てて笑った。

        「世の中には、おまえみたいに愚直な奴も必要さ」

        　それから、枕元の酒瓶に手を伸ばす。

        「二人がかりだってのに、満足が倍になるってわけじゃないもんだね」

        　両腕を頭上に投げ出した香林は、紹に躰を拭かれながら独り言のように呟く。

        　窄まりから溢れ出した男の精液は、止めどなく布団を穢けがした。

        「そろそろこの町も潮時か」

        「次は？」

        「さあてね」

        　目を閉じた香林は、ふっと息を吐き出す。

        　旅から旅の漂泊の身は、終わらない。

        「香林の故郷は？」

        　手拭いを絞りながら紹が聞くと、香林は面倒くさそうに舌打ちをした。

        「故郷？　嫌なこった、そんなもんはどこにもないよ」

        　さらりと告げる。

        「手前はどこか行きたくないのか」

        「どこでも、いい」

        　香林のそばにいられるのなら、どこだってかまわない。

        　でも、どこに行けるのかわからない。

        　近頃の自分は、どこかが変だ。何かがおかしい。

        　今この瞬間でさえも、香林に触れたあの男たちを追いかけていって、殺してやりたいと思っている。

        　己の感情が、よくわからない。

        　香林が誰かと寝るのは、躰を重ねるのは、変なことじゃないのに。

        「……俺、どうなっちまうんだろ。こんなんで……」

        　珍しい紹の弱音に、香林はふっと微笑んだ。

        「気にするな。みんな腐ってるんだ。腐ったまま生きるのがちょうどいい」

        「みんな……？」

        　何のことか、よくわからなかった。

        「俺もおまえも、俺を抱く連中も、女も……この国は根っこが腐ってるのさ」

        「え？」

        「国の土台にいるのは、俺たちみたいなちっぽけな人間だ。でも、根っこが腐ってるから……この国はもうおしまいさ」

        　香林の声はいつになく真剣で、紹は驚きを覚えた。いつも適当に暮らしているような様子なのに、彼もそんなことを考えるのだ。

        「国が滅んでも人は滅びないよ」

        「国破れて山河あり、かい？」

        　ふふ、と香林はおかしそうに笑った。

        「どのみち、潮時になるまでは彷徨さまようだけ……それが俺にはお似合いなんだよ」

        『俺』であって、『俺たち』ではない。

        　それは、まともに生きろと言われているようで胸が痛くなる。かつて香林が自分を置いていこうとしたのもそういう意図なのだろうと、紹は唇を噛んだ。

        　だけどそれが香林の優しさであろうと、離れたくはない。

        　ただ、そばにいたかった。

        　

        　

        　　　　　　　　　　◇　◇　◇

        　

        　

        　秋は終わり、また、冬になろうとしている。

        　紹は一つ歳を取ったが、きっと香林はそんなことは気に留めていないだろう。

        　爛ただれた遊びを繰り返しながら、彼は日々を過ごす。

        　まだ時間は午後三時頃だったが、目的地に辿り着くには時間がない。このあたりで休憩を取らないと、野宿する羽目になる。

        「仕方ない。ここで宿を取ろう、香林」

        「うん」

        　ここから一時間も歩くと、懐かしい町に流れ着く。

        　かつて可愛い新妹たちと過ごした町だ。

        　しかし、香林は「あそこの男はろくなのがいない」と逗とう留りゅうを嫌がった。小飛の妻の剣けん幕まくを思い出し、不愉快になるのかもしれない。

        　馬車に乗せてくれた御者に礼を告げ、数日置いてもらえそうな宿を探す。折しも明日から祭礼があるとかで混み合っており、宿は見つからない。困っていると、戻ってきた先ほどの御者が知り合いが日割りで貸しているという小屋を、わざわざ教えてくれた。

        　古ぼけた一軒家だったが、二、三日滞在するにはちょうどいい。祭礼があるのならば、なおのことだ。香林は男漁あさりができると素直に喜んでいた。

        「何か食べよう」

        「ん」

        　近くの宿の一階は食堂で、あれこれと飯を食べられる。既に席は満員に近く、二人分の椅子を見つけるのが精いっぱいだった。

        　簾を潜って入ってきた香林は、それだけで人目を引いた。

        　酌しゃく婦ふもいるくせに、不思議なものだ。

        　人はそこに、淫いん靡びな匂いを嗅ぎ取ることができるのだろう。

        　牛骨の汁物をふたつ取って話をしているうちに、輝かんばかりの美貌を持つ香林は瞬く間に衆目を集めていた。

        　すぐに男に囲まれ、酒を勧められる。

        　いつも、こうだ。

        　商売女と違って、香林を手に入れるために遊ゆう廓かくに行く必要もない。彼が気に入りさえすれば、お情けがもらえるのだ。

        　それを知っているから、男たちは腐敗した肉にたかる蛆うじのように香林を欲しがる。

        　世辞などいらない。

        　ただ、躰で香林を納得させるのが、どれほど難しいことか。

        　連中が香林のご機嫌取りに腐心する様を聞き流し、紹は唇を鎖とざして黙々と汁を口に運ぶ。汁は美味しく、肉団子を無心になって頬張った。

        　十年経っても、二十年経っても、きっと自分たちの関係は何一つ変わらない。

        　そう考えると胸の奥が疼いたが、紹は気にしないようにと努めた。

        　

        　

        「じゃあ、先に戻ってるよ」

        「うん」

        　夕方になると、香林は寝る相手を定めたらしい。彼がしどけなく屈強な男に腕を絡めたので、紹はそれを見送る。

        「何だい、あいつは」

        「あれは俺の持ち物さ」

        「まだ若いが、いい男じゃねぇか。情夫ってわけじゃねぇのかい」

        「どうだか」

        　去り際に香林が告げるのが聞こえ、紹は視線を落とす。

        　自分が香林の何であるのか。

        　それを考えたことはない。

        　考えたら、泥沼だからだ。

        　これから夜までは長くかかりそうだが、賭場に顔を出す気にもなれない。賭け事は嫌いだった。

        　どうしようかと迷ったが、新妹の住む町に行ってみようと思い立つ。徒歩で往復しても夜半前には戻ってこられるし、体力には自信があった。

        　香林はあの町には行きたがらなかったから、この町を旅立つときも寄らないだろう。今のうちにこっそりと、一人で行って帰ってくるつもりだった。

        　雪道はひどく歩きにくい。

        　それでも自分を慕ってくれた新妹を思うと心がほんのりとあたたかくなり、急ぎ足になった。

        「寒……」

        　吐き出した息は真っ白だ。

        　どこかで獣たちの遠吠ぼえが聞こえている。

        　新妹は元気だろうか。まさか挙人様を目指しているなんてことはないだろうが、勉学は少しは進んだのか。

        　そういえば、新妹の名前ももっといいものに変えたのだろうか。今は何ていうのだろう。そう考えると、楽しくなってきて紹は微笑んだ。

        　あえて己の記憶に留めている相手は、新妹くらいしかいない。

        　心などなくせと言われたからだ。

        　なのに、香林が相手にした男たちの顔は逐ちく一いち覚えている。

        　根山、亜牛、小飛、それから……。

        　紹はきゅっと唇を噛み、先を急いだ。

        　馬鹿げた話だ。

        　護身用の短刀を持っていたが、このあたりは追いはぎが出るとかいう噂うわさだから、気をつけなくては。

        　雪道をざくざくと踏みしめていくと、懐かしい街並みが見えてくる。どこか裏寂れた様子に「おや」と不思議に思って紹は足を止めた。

        　町に入っていくと、帰路に就く人々は一様に暗い面持ちで活気がない。

        　祭礼が行われている今し方の町と比べるのも間違っているかもしれないが、紹の記憶とは大違いだった。

        　覚えていた道を辿り、角を曲がると新妹の家がある。

        　そのとおりに歩いた紹は、角を折れた途端に凝然と立ち尽くした。

        　家は、なかった。

        　正確に言えば、焼け焦げた家屋の残骸だけが残されていたのだ。

        「これは……」

        　呆ぼう然ぜんと佇む紹はあたりを見回し、たまたま通りがかった中年の女に近寄った。

        「あの」

        「…はい、何か？」

        　びくんと驚いたような顔になったが、それでも紹の見てくれがいいせいか、警戒は薄らいだらしい。

        「ここにあった商家を知らないか？」

        　なぜだか彼女は話していいものかと言いたげに、おどおどと視線を彷徨わせている。

        「火事か？」

        　彼女は辛つらそうな顔で、俯いたままぽつりと呟いた。

        「ただの火事なんて生やさしいもんじゃないよ」

        　その台詞に、胸の奥がざわめくようだ。

        　知りたくない。

        　だが、聞かねばならないはずだ。

        「三年くらい前だったかねえ。家ん中に盗賊が入り込んで、盗みと殺しのあと焼いちまったんだよ」

        　信じられない話だった。

        「家の中に？　でもこの店はいつも厳重で……」

        　常に寝ずの番が立っていたはずだ。

        　新妹から預かった料理の数々を紹に手渡してくれた、あの連中が。

        　気のいい奴らで、紹と符牒を考えるのを楽しみにしていたのだ。

        「そうなんだよ。だからね、噂じゃここの一人息子と仲良かった子供が、引き込みをしたんじゃないかって」

        「…………」

        　心臓に、何か鋭いものを突き立てられたような気がした。

        「流れ者なんだけどね。そりゃあ綺き麗れいな顔の男だん娼しょうと暮らしてた子がいてねぇ。その子、ここの一人息子とえらく仲がよくって。ちょうどそのときに姿が見えなくなってたから、お役人が血眼になって捜してた」

        　既に喉がからからに渇いていたが、紹はゆっくりと口を開いた。

        「それは三年前の、いつだ？」

        　いつしか険しい顔になった紹を見て怯おびえたのか、彼女は数歩後じさった。

        「こんなふうに寒い冬の夜だったよ。何日も雪が降り積もったあとだったから、火事のせいで妙にあったたかったのを覚えてる」

        「ここに新妹って子供がいたろう」

        「家の者は皆、一人残らず殺されちまったよ」

        　ありがとう、と礼を告げたかは定かではない。

        　いつの間にか、紹は走りだしていた。

        　信じられなかった。

        　偶然だ。そうに決まっている。

        　香林は酒も博打ばくちも男も好きだが、盗みはしない。殺しもしない。

        　――だけど。

        　殺しも盗みもしないが、誰かが実行しようとしても止めたりはしなかった。

        　人を殺して手に入れた金を貢がれても、娘を売り飛ばした酒を贈られても、気にせずに受け容いれていた。

        　だから。

        　紹は雪原の中を真っ直すぐに走りだした。

        　信じられない。

        　信じたくない。

        　だけど、でも……！

        　紹の目の前に突きつけられたのは、残酷なくらいにはっきりとした真実だった。

        　あの日、香林が紹を置いていこうとしたのは、紹が可愛かったから私塾に行かせたかったわけではない。

        　新妹の家を襲った連中を手引きした犯人に、自分を仕立て上げたかったからだ。

        　そうして、自分が出ていくための時間稼ぎをしたかったんだ。その証拠に、この町を出たあと、暫く香林は羽振りがよかったではないか。

        　頭がくらくらしてくる。

        「嘘うそだ……！」

        　嘘だとすべてを打ち消したかった。

        　だけど、今更、それはできない。

        　最初から、何もなかった。

        　情愛なんてなかった。

        　自分が勝手に信じていただけで……香林はそんなもの、一欠片かけらも必要としていなかったのだ……！

        　こんなに、こんなに好きでも、愛していても、香林の心には愛情なんてない。

        　彼が『俺』といって、『俺たち』と言わないのは当然だ。

        　香林の中に、紹なんて存在はいないも同然なのだから。

        　ただそばにいるから、利用した。そばにいるから、寝た。

        　香林は情愛なんて持たない、無情な男なのだ。

        　なのに自分は、いったい何を期待していたのだろう……。

        　躰の芯まで凍えそうな最中、紹は息せき切って先ほどの町に走り込んだ。

        　祭礼の前夜であるせいか、町の家々にはまだ灯あかりが点ついている。居酒屋からも陽気な笑い声が聞こえてきた。

        　紹は一軒家の前に立ち、どんどんと戸を叩いた。

        　最初は無視されていたが、何度かその名を呼んでいると、しどけない格好をした香林がふらりと出てくる。

        「なんだい、紹じゃないか」

        　濡れた唇が、艶めかしく動く。

        　自分の胸中にある欲望が生々しく胎動するのを、感じた。

        「突っ立ってないで、中に入りな」

        「香林……！」

        　冷静にならなくては。

        「あっためてやろうか？　ほら」

        　彼が紹の左手を掴み、その胸元に手を差し入れる。

        　だめだ。

        　話し合わなくてはいけない……落ち着いて。

        　そう思ったのに、半裸の香林の腿から零れた精液が雪の上に落ち、それが雪を溶かしたのを見た途端に。

        　何かが弾けた。

        「畜生！」

        　吠えた紹は香林に躍りかかり、持っていた短刀を彼の首に突き立てた。

        「ッ」

        　ずぶりと鈍い感触がある。

        　虚を衝つかれた香林は、一歩も動けなかった。

        「畜生！　よくも新妹を！」

        　湿ったものが、紹の躰に浴びせられる。

        　それは香林の血だった。

        「馬鹿」

        　ふ、と香林は笑みを浮かべ、がくりと膝を突いた。

        「……捨てろって、言ったろ……」

        　嫣然と笑ったまま、路上に倒れ込んだ香林が呟く。

        　彼の肉体から溢れ出した血が、暗い路面に流れ出す。

        「心なんざ」

        　馬乗りになった紹は、憎悪の籠もった目で香林を見下ろした。

        「捨てたつもりだった……なのに、あんたが拾わせたんだ……！」

        　あのとき、香林に触れられるまでは。彼と寝るまでは。

        　そのときまでは捨てていたんだ。

        　彼と寝たから、自分は嫉妬を知った。欲望を知った。愛情を知り……そして香林の言うとおりに、鬼になったのだ。

        「ずっと俺を利用してたんだろ！」

        「……そうさ……」

        　あっさりとした肯定は真実だとわかっていた。

        　込み上げてくる憤ふん怒ぬに、もう一度、短刀を深々と突き立てる。

        「この人でなし！　あんたは人でなしだ！」

        　血塗まみれになった香林はうっすらと笑む。

        「…そいつ…は、…手前だ……」

        　わかって、いる。

        　人でなしに育てられた自分は、もっと人でなしだ。

        　こうして激情と嫉妬に狂い、相手を手にかけてしまえるのだから。

        　どんな理由であれ、育ての親を殺せる自分は――人でなしだ。

        「畜生……」

        　紹は生まれて初めて、声を上げて泣いた。

        　泣きじゃくりながら、血ち塗まみれになった香林の躰を抱き締める。

        「香林……畜生……」

        　好きだ。好きだ、好きだ。

        　殺していた心の奥から、感情が迸ほとばしる。

        　でも、もうすべてが遅い。

        　自分は人でなしだから、人を愛する資格なんてないのだ。

        「……くそ…」

        　鬼になっちまった。

        　心を手に入れたから。

        　心をなくすから、人は鬼になるんじゃない。

        　心があるから、人は鬼になるんだ……。

        「香林……！」

        　今まで血が通っていないのではないかと思うほどに、冷たいと感じていた彼の躰。

        　香林は血まで冷たいだろうと思っていたけれど……溢れ出した彼の血だけは、やけにあたたかかった。

        （了）

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


    

    
        
            梅香

        
    


    
        


        　――ああ、俺はもう死ぬのか。

        　すべてを悟った如じょ慎しんの躰からだから力が抜けていく。

        　がたがたと震える最中に見上げた空は朧おぼろ月夜、あたりのものすべてが霞かすんでいる。

        「まったく、不運だな……」

        　妾しょう腹ふくの子と蔑まれ、如慎は国王の血を引きながらもこの離宮で育てられた。いつかを夢見て武芸に励んでいるうちに周囲の引き立てがあり、王にまで上り詰めたあたりまでは、運が向いてきたと思っていた。孤独な人生を埋め合わせられるほどの幸運だと信じていたのに、側近に裏切られたのだ。

        　そこから如慎は王城を追われ、こうして離宮にまで逃げ込んできたところを襲われたわけだ。

        　幼い頃を過ごしてきた城は、如慎が去ってから誰も住まなくなり、ろくに手入れをさせなかったせいか荒れ放題であった。

        　襲撃してきた兵士を返り討ちにしたのはいいが、如慎もまた深手を負った。

        　皆はどうしたのだろう。

        　部下、家族、兵士たち、民。

        　心配ばかりが募る。

        　一面の桜に囲まれた池の畔あぜで力尽き、如慎はがっくりと膝を突いて岩にもたれ掛かった。

        　桜はそろそろ散り始めており、水面には花はな片びらが浮かぶ。あたかも池を埋め尽くすかのようで、如慎の躰にも降りしきる。

        　このまま花に埋もれて窒息するのも一興だ。

        　ややあって、あたたかなものが瞼まぶたに触れる。

        　何だろう。

        「大丈夫ですか？」

        　涼やかな声が鼓膜を擽くすぐった。

        　それに促されてふと目を開けると、膝を突いて如慎を見下ろしていたのは薄うす衣ぎぬを身に纏まとった美しい青年だった。

        「おまえは？」

        　戦場となった庭園には相応ふさわしくない、浮き世離れした装束の青年だ。離宮の管理を任せていた官吏にしては、服装が如い何かにも古めかしい。

        「私は……」

        　彼は口籠もり、そして笑む。

        「かつてあなたに助けられたものです」

        　よくわからん、と如慎は首を捻ひねる。

        　いや、これは死にゆくものの見る夢なのだ。ならば、不思議なことがあってもおかしくない。

        「まさかおまえ、自分が私が昔助けた蜘蛛くもだとか言うわけではあるまいな」

        「よくおわかりになりましたね」

        「本気か？　蜘蛛など普段から踏み潰して歩いているぞ」

        　そもそも蜘蛛にしては不気味さもないし、どちらかといえばその麗しさは野にひっそり咲く花だ。確かに華やかさには欠けるが、端整な美貌だった。

        「いえ、その喩たとえが似ているというだけであって蜘蛛ではありません」

        　青年は控えめに笑った。

        「では、何だ」

        「私は木の精でございます」

        「木？」

        　こんなに美しい青年に身を変えるような木は、あっただろうか。

        　よくよく考えればおかしな話であるのに、気づくと如慎はこの奇妙な現実を受け容いれていた。

        「はい。この城の片隅に生えている、花すらつけぬ老梅、それが私の正体にございます」

        「梅……」

        　記憶を辿たどりだした如慎の顔を見下ろし、青年はなおも微笑する。

        「あなたは私によじ登ったり、枝を折ったり、それはそれは乱暴な扱いをなさいました。あまりに酷い扱いをされ、花をつけぬ年もあったほどです」

        「……悪かった」

        　そんな恨み言を告げるために出てきたのであれば、大した執念深さだと舌を巻く。

        「それで？　その恨みゆえに呪いに来たのか？」

        「はい、そのとおりです」

        　何百年も樹齢を重ねているはずなのに、随分と底意地が悪いらしい。

        「それはすまなかったな。もう死ぬのだから、安らかに死ねと言ってくれ」

        「いいえ。楽に死なせたりしません」

        　澄まし顔で男は答えると、不意に如慎の唇に自分のそれを押しつけた。

        「おい……？」

        「私の命の残りを差し上げましょう。もっと足あ掻がいて、踠もがいて、苦労するがいい」

        「……どういう意味だ」

        　これまで樹木を無下に扱ってきた如慎に、酷い死を迎えよということか。

        「まだ死ぬのは早いという意味です」

        「生き残れるのであれば、嬉うれしいが……かといって、ほかの誰かの命をもらっていいわけでもあるまい」

        「いいえ。愛あいでられることすら忘れられた花。あなた様に触れられるのは、ことのほかの喜びでありました」

        　微かすかな笑みが、男の口くち許もとに過よぎる。

        　美しい、と思う。

        　香ることも咲くこともない老梅は、自分に似ているといつも感じていた。離宮で朽ち果てていくはずの、妾腹の王子。

        　誰も顧みぬ、地味な古木。

        　いつだったか、老梅の隣に生えていた大樹から落ちたことがある。

        　本来ならば、地面に叩たたきつけられて大怪け我がをしていたであろうが、なぜだか梅の枝に引っかかって事なきを得た。

        　だが、深手を負った梅はその年から見る見る元気を失った。剪せん定ていしても殆ほとんど花を咲かせず、人目を楽しませられぬ梅であっても、切るのは許さなかった。

        　命を救われた老梅だったし、不思議とその幹に触れるとぬくもりを感じる気がして――愛いとおしかったのだ。

        「そういうあなただからこそ、私は……」

        　ああ、気持ちは通じていたのだな。

        　この世界にはおまえと俺の、一対のみ。

        　そんな拗すねた心境の最中、如慎は老梅に助けられていた時期があったのだ。

        「ん……」

        　不意に目を覚ました如慎は、躰が少し軽くなった気がして、のそのそと身を起こす。

        　血は止まっていた。

        　それだけでなく躰があたたかく、仄ほのかな血の巡りを感じる。

        　目前に敷き詰められた桜の花片の中、異質なものがあって目を留める。

        　拾い上げるとそれは、遅れて咲いた一輪の梅花だった。

        　

        （了）

        　

        


    

    
        
            夢魔

        
    


    
        


        「いやはや、まことに金きん花か様の美貌は素晴らしい」

        　にやけた男の酔いを多分に含んだ声が鼓膜を擽くすぐり、金花は苦笑するに留とどめる。

        「悧りの国は女人も佳人揃ぞろいと聞くが、何の、金花様のお美しさには敵かないませんな。そこらの女人よりも、ずっと見目麗しい」

        　先ほどから滔とう々とうと己の容姿を褒められるのは、文武に優れていると噂うわさされる金花にはさして嬉うれしいことではなかった。

        　どう扱っても角が立つ相手というのはおり、殊に一国の王子ともなれば慎重に振る舞わなくてはいけない。

        　しかも相手が、これから同盟を結ぶか否かを考慮している隣国・碓たいの国使なのだ。碓は大陸きっての大国、彼らから見れば悧の国などただの田舎の弱小国に過ぎない。

        「金花様、いかがですかな。今こ宵よい、我々が閨ねやを共にするのは」

        　国使の一人に臆面もなく誘われ、金花はさも不快そうにその細い眉根を寄せる。

        　使者風情にこのような侮辱すら受けるほどに、碓と悧の国力の差は大きい。それが口惜しくてたまらないのだが、金花は顔に出さぬように堪えた。

        「そうは言うものではない。金花様が困っているであろう。ほら、花のかんばせが曇っておられる」

        　もう一人の使者がたしなめてくれたので、金花はほっとした。これ以上の恥辱は耐えられそうになく、席を立ってしまいたい衝動に駆られていたからだ。

        「金花様の美貌は三国一と知られていますからなあ」

        「それだけではなく、頭脳のほうも素晴らしいと来ている。これでは我が跡取りにと望む王家もさぞや多かろう」

        　悧は貧しき国だが、それでも何とかやっていけるのは、大陸の西に抜ける数少ない交易路の一つを確保し、安定した税収を望めるからだ。しかし昨今では国同士の戦争が続き、交易自体は衰退し始めている。それどころではないというのが理由の一つだった。

        　何とかこの国が攻め込まれずに済んでいるのは、交易路以外に見るべきものがなく、手に入れても無意味なせいである。

        　だが、国力で他国に劣る悧としてはなんとしてでも通商を衰退させるわけにはいかない。その矢先に父王が倒れて政務が難しくなり、必然的に外交や内政はまだ十六の金花の肩にのしかかるようになった。

        　一つの国を背負うというのは、こんなに重いのか。

        　政務と外交に疲れ果てる金花にとって唯一の楽しみは、幼馴な染じみで一つ年上の勇ゆう将しょうと過ごすわずかな時間だった。とはいえ勇将は兵士で、一介の兵士が王子と親しくするのは禁じられている。彼を贔ひい屓きにして立場を悪くするのは、金花の本意ではなかった。

        　子孫を繋つなぐのが必定の王家にとって、婚姻は一大事。金花の淡い思慕など踏み躙にじられても文句は言えなかった。

        　だからこそ、この心と躰からだが自分のものである今だけ、ささやかな初恋に身を焦がしたい。

        　それくらいの自由は持ち合わせていてもいいはずだ。

        　尤もっとも、次の国王たる金花が男を好きだということになれば、丞じょう相しょうも側近も皆頭を抱えるだろうが。

        　何とか祝宴が終わり彼らを離宮に案内させると、金花はそれでお役御免となった。

        　王宮でも政務に使用される外朝と、国王とその家族のための私的な空間である内廷は、いずれも衛兵によって厳しく警備されている。内廷に出入りできるのは王族や女官、端女たちのほかは特に許された高官たちだけであった。

        　とはいえ、それにもいくつかの例外がある。

        　金花が人目を忍んで私室の露台に立つと、茂みが微かすかに揺れる。

        「勇将、いるか」

        　小声で呼びかけたところ、同じようにくぐもった返事が聞こえた。

        「――はい、金花様」

        「こちらへ」

        　膝しっ行こうしてきた男の頭には小枝がついている。それを取り去ってやると、彼が驚いたように肩を震わせた。

        「顔を上げよ」

        　その言葉に従った勇将は、金花にとっては顔なじみだった。彼は将軍の息子という立場から、政治的な用向きの父に連れられ、金花のもとをしばしば訪れていたのだ。幼少の時分でなくなるとそれは難しくなったが、兵士になった勇将は金花に乞われて内廷に忍んでくるようになった。

        　たおやかな美貌を持つ己と正反対に逞たくましくも精せい悍かんな容姿に、金花はうっとりと見入る。

        「こちらへ」

        「はい」

        　金花の許しを得た勇将が素早い身のこなしで金花に近づいた。

        　西の民には珍しく、がっしりとした体たい躯く。造作の一つ一つは大ぶりだが、それでいて配置は整っている。

        　彼が跪ひざまずこうとしたので、金花は「立っていろ」と命じる。そして自分から、彼の胸に己の耳をぴたりとくっつけて寄り添った。

        「会いたかった……」

        「俺もです」

        「他人行儀だぞ、勇将。昔のように振る舞え」

        「――俺もだ……これでいいか、金花」

        「いい」

        　我ながら、笑いたくなるほどに清らかな恋だった。

        　勇将とこうして触れ合えば胸が高鳴る。気持ちも言葉で確かめ合い、互いに好いていることはよくわかった。

        　けれども、真面目で朴ぼく訥とつな男はくちづけさえもしない。

        　もともと貞潔を重んじる金花でさえも、焦じれてしまうほどの朴念仁ぶりだ。

        　父は厳粛だが王の務めとして幾人もの寵ちょう姫きを囲っていたし、それに関しては母も文句一つ告げなかったからだ。

        　貞淑で優しい母であれど、最近はよからぬ噂うわさがある。

        　父王が病に伏せっているあいだに、丞相の東とう伯はくと通じるようになった――そのような侮辱めいた内容だった。

        　馬鹿馬鹿しい噂だ。あり得るわけがない。

        「どうした、金花」

        「何でもない」

        　金花が急いで笑みを作りかけたが、勇将は「俺の前で無理はするな」と囁ささやいた。

        「浮かない顔だ」

        　それは勇将が自分に手出しをしてくれないからだと言おうとして、金花は躊躇ためらう。

        　そんなことを訴えたとしても、乗ってくれる勇将ではない。

        「いいから、このままでいてくれ」

        「ああ」

        　頷うなずいた勇将の厚い胸に顔を埋め、金花はそっとその肉体の熱を味わう。

        　いつか彼の生身の躰に触れられる日が来るのだろうか。

        「――なあ」

        「何だ？」

        　勇将が何かを言いかけたので、金花は期待を込めた目で彼を見上げる。

        　もしかしたらその気になってくれたのだろうか。

        　そうであるのなら、寝所はいつでも開けてある。

        「……いや、何でもない」

        「何だ、思わせぶりな男だな」

        　金花は微笑ほほえみ、手近に据えられていた椅子に腰を下ろす。そして、勇将にも座るようにと手つきで促した。

        「夢魔の噂を知っているか？」

        　明らかに彼は話題を転じたが、金花は位置を変えて彼の膝に載り、甘えるように「夢魔？」と聞いた。

        「ああ、夢魔だ」

        　金花は首を振った。

        「知らぬ」

        「寝ているあいだに人を襲う不気味な化け物だとか。都でも女人が襲われているそうだし、気をつけろよ。おまえは美しいから悪いものを呼ぶ」

        「私を女性扱いするな」

        「わかっているよ。俺がおまえを守る約束だが、そばにいられぬときもあるからな」

        「――仕方ない、それならば気をつけよう」

        　そう言われてしまえば、金花とて弱い。

        　金花の言葉を聞いた勇将は明らかにほっとした様子で首肯する。

        　夢魔などにではなく、目の前にいる勇将に襲われたいのに。

        　しかし、そんな風に迫れば勇将が困ってしまうに決まっていた。

        　まだ何かを言いたいようだったが、無口な彼から多くの言葉を引き出すのは難しくはない。

        　そのとき、梟ふくろうが鳴く声が聞こえてきた。

        　そろそろ、頃合いだ。

        「金花」

        　低く囁いた勇将が、そっと躰を離した。

        「次はいつ来られる？」

        「――暫しばらくは無理だ。地方へ向かう任務がある」

        　先ほどから彼が言いづらそうにしていたのは、これだったのかもしれない。極秘の任務であれば、いくら王子とはいえ理由を問い質ただせなかった。

        「そうか……だが、そう長くはないのだろう？　ずっと、おまえを待っている」

        「……ああ」

        　歯切れの悪い様子だったが、秘密裏の任務なら口にできずとも仕方がないだろう。

        　兵士の勇将に無理を言えず、金花は淋さびしさを堪こらえて彼を送り出した。

        　

        　

        　それから、瞬く間に十日が過ぎた。

        　勇将から、未いまだに連絡がない。

        　まめな彼にしては珍しい。

        　いったいどのような任務が与えられたのか、聞けばよかった。

        　まさか命を落とすような特殊な任務に就いたのではあるまいか。

        「…………」

        　夜更け、窓から外を眺めてため息をつく金花は、衛兵たちが噂話をしているのに気づいた。

        　立ち聞きは下品だと立ち去ろうとしたそのとき。

        　懐かしい人の名が出てきて、耳をそばだてた。

        「……それでさ、勇将の奴やつ。国境のところにある娼しょう館かんに入り浸ってているらしいぜ」

        「あいつが国境に行ったのは任務だろ？」

        「だからさ、それを利用してるって噂だ」

        　嫌なことを聞かされ、金花の胸は掻かき乱されるように騒ぎだす。

        「それで帰ってこないのか。いいご身分だなあ」

        「ああいう真面目な奴に限って、女に入れあげると怖いんだ」

        「違いない」

        　一同がどっと笑う。

        　王に聞こえるような大声で噂話をするなど下品だが、私語を慎めと言う気持ちにすらならなかった。

        　苦しい。

        　金花は牀しょう榻とうに横たわり、そのまま目を閉じる。

        　眠ってしまいたいのに、嫌な夢ばかりを見た。

        　もっと楽しいことを考えよう。

        　昔、勇将と過ごした日々のことを。

        　……あの日、勇将は泣くのを堪えていた。彼の母が亡くなったときだ。あれは金花が師父について勉学を教わり始めた頃だから、十年近く前だ。

        「どうした、勇将。そなたは怖い顔をしているぞ」

        「怖い？　酷ひどい言い方だ」

        「――そなたの母のことを聞いた」

        　金花は呟つぶやき、勇将の躰を抱き寄せた。

        「泣いてもよいのだ」

        「俺は泣かぬ。武人だからな」

        「私の前では、そなたは兵士でも武人でもない。ただの勇将だ。だから、ここでは泣け」

        　彼の躰が微かに震え、あたたかなものが金花の胸元を濡ぬらす。

        　無言で零こぼれていく勇将の涙。

        　一ひと頻しきり泣いたあと、勇将がきりっとした顔で言ったのだ。

        　――この先、生涯をかけておまえを守る。

        　――俺はおまえのものだ、金花。

        　嬉うれしかった。

        　あのときの勇将のことを思うと胸が震える。

        　好きだ。好き。好き……。

        　夢の中の勇将の顔が不意にめきりと歪ゆがみ、彼は口から血を吹きだして倒れた。

        「勇将！」

        　叫び声を上げた金花は跳ね起き、それから、自分がいつしか悪夢の中にいたことを知る。

        　もう、眠れそうになかった。

        　不愉快な気分で目を覚ました金花は、政務を執り行う。睡眠が足りていないためにいくつか不注意な間違いをして側近を心配させたので、金花はただ謝るほかなかった。

        　たかだか一人の男がそばにいないだけで、この体たらくだ。

        　自分は強い王になれるのだろうか。

        「金花様」

        　執務室の片隅に置いた榻ながいすに腰を下ろして休んでいると、玉ぎょく簾れんを掻き分けてやって来たものがあった。

        「……ああ、おまえか」

        　丞相の東伯は、相変わらずでっぷりと太り、見るからに下卑ている。しかし、父が倒れたあとは母がこの男に全幅の信頼を抱いている。王が病床にあるにもかかわらず、彼女の腹が膨れているのは、丞相の子を孕はらんだのではないかという噂すら囁かれていた。

        　馬鹿馬鹿しい。

        　母は貞淑で心優しい人だ。きっと健康だったときの父と契りをかわしたに決まっている。

        　だが、この男は母の特別な許可を得て、こうして王の家族の私的な空間にまで自由に足を踏み入れる権利さえ与えられたのだ。

        　東伯は優れた手腕を持つが、一介の行商人から一代で成り上がり、金の力で丞相になったという何とも胡う散さん臭い点がどうも好きになれない。おまけに醜く肥えた腹も禿はげ上がった頭も、金花を性的ないやらしい目で眺め回すのも、中年男のねちっこい雰囲気と相まって何もかもが不愉快だ。

        　父王が彼の錬金術的な金の作り方を評価して、国庫は丞相の力でだいぶ潤っていたが、金花は彼が嫌いだった。

        「お顔の色が優れませんな。女官たちが、金花様はこの頃あまりよく眠れぬようだと噂をしておりますぞ」

        「――ああ。しかし、まるで眠れぬわけではない」

        「とはいえ、嫌な夢を見るというお顔だ」

        　ぎくりとしたが、彼に弱みを見せたくはない。

        　金花は「それがどうした」と居直り、男を睨にらみつけた。

        「いけませんな。中途半端な眠りは、夢魔に襲われますぞ」

        「……おまえまで斯か様ようなことを申すのか」

        「民の噂は、時に真実をかたちを変えて言い当てているもの」

        　黙り込んだ金花に、東伯はにっと笑った。

        「ご安心を。この薬をお飲みになれば、すぐに眠れます。夢魔もつけいる隙すきのない、夢すら見ぬ眠りでございます」

        　東伯が持ち出したのは、紙に包まれた丸薬だった。

        「あやしい薬ではあるまいな？」

        「まさか。我が隊商のものたちが、命がけで運んできた品物の一つにございます」

        　疑わしくはあったが、ここで東伯を信頼していないと思われるのは、政まつりごとにおいても得策ではない。実際に嫌いな男ではあるが、殊に税や国庫に関する話は、東伯抜きでは成り立たない。

        「さあ、お飲みになって、そこでお眠りになるといい」

        　渋々金花はそれを一粒口に含み、唾液を使って何とか飲み下す。

        「では、おやすみ、東伯」

        「はい、金花様」

        　どうせ薬などで眠れるわけがない。

        　それでも東伯を追い出したくて、金花はひとまず目を閉じる。

        　寝たふりでもすれば、東伯は下がるだろうと考えたためだ。

        　瞼まぶたが重くなり、金花は大きく息を吐き出す。

        　躰がふわりと浮遊するような感覚とともに、意識が途切れた。

        「…………」

        　目を覚ますと、そばに東伯の姿はない。

        　それどころか、陽ひ射ざしがあたりを満たしている。

        　どうやらだいぶ時間が経過したようだ。

        「もう、朝か……」

        　充足感に、金花は躰を思い切り伸ばす。

        　久しぶりに、ぐっすりと眠れた。

        　しかも、何やら心地のよいすっきりとした目覚めだ。

        　あの男も、たまにはいいものを持ってくるではないか。

        　上機嫌になった金花は、東伯からもっと多くの薬をもらってくるようにと側近に命じた。

        　

        　

        　目を閉じると、甘やかな眠りがこの身を包み込む。

        　躰全体が火照り、唇から息が零れる。

        　――ああ……気持ちがいい……。

        　夢を見ていないのに、夢の中にいるようだ。

        　気持ちよくて、よくて、たまらない……。

        　

        　

        「ン……」

        　目覚めた金花の全身は、何ともいえぬ怠だるさに包まれていた。

        　これまでは例の薬を飲めばすっきりとした眠りを得られたのだが、なぜか、ここ二日ほどはそうではない。

        　薬に頼りすぎたせいだろうか。

        　そのうえ未だに勇将は姿を見せず、家屋敷に人をやっても、誰も行方は知らないとのことだった。

        　躰は怠かったが熱はないし、政務は執り行わなくてはならない。おまけに今日は、三日に一度の謁見の日であり、民や官吏が金花のもとを訪れる。

        「金花様。都の商人が」

        「通せ」

        　数名の謁見をこなしていた金花は、ふと、やって来た男に目を留めた。

        「金花様。謁見のお許しをいただき、恐悦至極に存じます」

        「…………」

        　似ている。

        　勇将に、よく似ているのだ。

        　男の体躯はがっしりとしており、懐かしいあの人の躰を思い出してしまう。

        　ただ寄り添うだけしか許されなかった、あの肉体。

        　それを目にしただけでも、掌てのひらがじわっと汗ばんでくる。舌に唾液が滲にじむ。

        　しゃぶりたい。

        　跪いてあの男の衣服を緩め、性器に直じかに口をつけたい。

        　あの男の性器を、じゅるじゅると音を立てて。

        　さぞや旨うまいに違いない。

        「金花様？」

        　あまりにも長く黙っていたことに不審に思ったらしく、側近が声をかけてきた。

        「あ……いや、すまぬ。何だった？」

        　自分は何という浅ましいことを考えていたのか！

        　恥ずかしさに金花は蒼あお褪ざめ、震える唇で問うた。

        「ですから、通商に関してでございます」

        　見上げる男の舌が動く。

        　その舌で膚に触れられたら、どんな感触がするのだろう……。

        　乳首を、舌で転がして、吸い上げて、千切れそうなほどに強く噛かんでほしい。

        　しゃぶられるのもいいが、噛まれるのが一番好きだ。

        「金花様。金花様」

        　側近に耳打ちされて、金花はびくっと竦すくみ上がった。

        　側近の吐息が耳に触れたせいだ。

        「すまぬ。少しぼんやりしてしまった」

        「お加減が悪いようでしたら、丞相をお呼びいたしましょうか」

        「それには及ばぬ。大事なことだからな」

        　金花はそう言い切った。

        　何を考えているのだ、浅ましい。

        　そもそもこの肉は男にも女にも触れた経験がない。乳首を噛まれた感触など知らないはずなのに。

        　

        　

        「今日も顔色がお悪いですな。何かありましたか？」

        　側そば仕づかえに問われて、金花は「何でもない」と答える。

        　ここのところ眠りのあいだはすっきりと心地よいのに、目が覚めると躰が重くてならないのだ。

        　あの薬のせいだろうか。

        　それとも、勇将がいないせいだろうか。

        「金花様、失礼ながらお手を」

        　宦かん官がんに触れられて、びくっと躰が震えた。

        　熱い……。

        　それがなぜか一瞬にして理解した金花は、かっと頬を赤らめる。幸い家臣たちはその意味に気づいていないようだったが、金花は子供ではないのだからわかる。

        　欲情しているのだ。

        　だが、どうして？

        　誰であろうと家臣たちに邪よこしまな思いなど抱いていない。金花は男など好いてはおらず、勇将のみが特別なはずだ。

        「もうよい」

        「え？」

        「よいから、下がれ！　私は少し休む」

        「……ですが、これから会議が」

        「そんなものは丞相に任せておけ」

        　この状態で会議になど出ても、頭がぼうっとして、ろくな話ができないに決まっていた。

        　耐えきれなくなった金花はふらつく足で自室へ戻ると、榻に腰を下ろす。

        　そして、もどかしい手つきで下した袴ばかまを緩めた。

        　服のあいだから手を差し入れて、熱くなった花か茎けいを両手で包み込む。

        「あ……はっ……」

        　自慰は初めてではないが、ここまで強烈ではなかった。

        「あ、あっ…ぬるぬるしてる…ッ…」

        　自慰の快楽に、頭が痺しびれる。

        　前だけでなく、後ろも弄いじりたい。

        　金花はそんな焦燥に衝つき動かされ、自然と自分の尻に手を伸ばしていた。だが、乾いた指では入らないことに気づき、唾液で懸命に湿らせる。

        「んあ……ッ」

        　一本、無理に挿いれただけなのに、指が肉の襞ひだに触れるだけで凄すさまじい刺激が全身を打った。

        「ふあ、あっ……ああっ」

        　気持ちいい……。

        　前と後ろの自慰に耽ふけった金花は、びしゃりと精を漏らした。

        「……ふ」

        　出して、しまった……。

        　どうしよう。

        　金花ははっとした。

        　拭き取ったものを屑くず籠かごに入れれば、この部屋に出入りする誰かに気づかれる。こんな昼間から会議を休んで自慰をしていたと端女に悟られれば、おそらく東伯に知られてしまう。

        　それだけはまずい。

        　ゆらりと立ち上がった金花は、その場に膝を突くと躊躇いなく自分の精液を舐なめ取る。

        　知らなかった。

        　己の精はこのような味がするのか。

        　ほかの男の味ならば、何度も試しているのに。

        　……え？

        　自分の思考に違和感が混じったような気がしたものの、金花はすぐにそれを打ち消した。

        　何をしているのだ。

        　いったい、何をしているというのか……。

        「――勇将……」

        　怖い。

        　勇将がいないせいで、自分が何かおかしくなってしまったようだ。

        　金花は己の躰を掻き抱き、ぶるりと身を震わせた。

        　

        　

        　前日に謁見が中断されたため、滅めっ多たにないことではあるが、謁見は特別に次の日も行われた。

        　最初は、都の開発の件でやって来た中年男だ。

        　勇将とは似ても似つかないのに、野性味を帯びた男を見ているだけで躰が熱くなってくるのがわかる。

        　あの男の精を味わいたい。それが無理ならば自慰をしたくてたまらない。どうしようもない欲望が募り、金花は狼ろう狽ばいした。

        　頭がぼうっとしてくる。

        「いかがなさいましたか？」

        　傍らに控える東伯に問われ、金花ははっとなった。

        　だめだ。話を聞いていられない。

        「と、東伯……今日はそなたに任せる」

        　一瞬、東伯が何が起きたのかとでも言いたげに目を眇すがめるが、すぐに頷いた。

        「かしこまりました、金花様」

        　東伯と商人をその場に残すと金花は退室し、自室へ向かう。それから、牀榻に腰を下ろすと、待ちかねたように衣服をくつろげて自慰を始めた。

        「あう、あっ……ああっ」

        　気持ちがいい。

        　若い躰は拙い自慰でもあさりと快楽を感じ、手をぬるぬるとした体液で汚す。もう以前のように床を汚すような失態を犯すこともなく、金花は自分の手に出した体液を平然と受け止め、それを舐め取った。

        「金花様、入ってよろしいでしょうか」

        　戸口から東伯の声が聞こえたので、ぼんやりしていた金花は慌てて衣服を整えた。

        　少し理性が戻ってきたのだ。

        「かまわぬぞ、入れ」

        「は」

        　やって来た東伯は金花を見下ろし、猫撫なで声で問うた。

        「いったいどうなさったのですか、金花様」

        　言えるわけがない。

        　俯うつむく金花の前で、東伯は小さく笑った。

        「よもや恋の悩みではありますまいな。この東伯も若い自分はたいそう悩みました。何しろこの醜い容姿でしたからな。ですが、金花様は麗しくもこの国の王。何ら問題はありませんぞ」

        「違う」

        「違う？　恋こい煩わずらいではないと？」

        「…私は……私はおかしいだけだ」

        　こんなふうにいきなり男が欲しくなるなんて、自分が病気になってしまったとしか思えなかった。

        「何がおかしいのでしょうか、金花様」

        　言うべきではないと思っていた。なのに、「私を父君とお思いになり、何でも訴えてくださいませ」と言われてしまう。

        　父君――か。

        　お為ためごかしでしかないその言葉は、金花の心の奥底に突き刺さった。それをきっかけに、雪崩なだれを打ったように心が傾く。

        「――欲しくて……たまらぬ」

        「何を？」

        　さりげなく近づいてきた東伯に気け圧おされ、金花は視線を落とす。

        　目についたのは、東伯の下腹部だった。

        　あそこに、あれがついているのだ。

        　あれで、掻き混ぜられてみたい。

        　指などではない、もっと太くて長いもので。

        「お、おまえの……」

        　金花は自然と手を伸ばして東伯の下肢に触れていた。

        　大きい。

        　掌を置いただけでわかるほどの大きさに、知らず、金花は息を呑のむ。

        「金花様？」

        「東伯、そなたの……そなたのこれに……」

        　東伯の服を緩めた金花が男の花茎も水に手で包み込み、白魚のような指でそっと扱しごくと、男のものは更に膨れ上がった。

        　だがその尖せん端たん近くに違和感がある気がして、金花は勇気を出してそれを凝視する。

        　隆々とそそり立つ性器は、その幹に何かを埋め込んでいるのだ。

        　どす黒いそれは宝玉……か？

        「あ……」

        　どうしてだろう。これを見るのは初めてなのに、このかたちを知っている気がする。この手触りも、この……味も。

        　当然のことながら、まだこんなものを舐めた経験などないというのに。

        「ん、ん……んちゅぅ……」

        　上体を倒し、耐えかねて吸いついた金花を見下ろし、東伯は「これはどういうことなのです」と震え声で問うた。

        「わからぬが、私は…そなたのこれが欲しい……」

        　頭を上下に振って、自分の口を性器に見立てて雄を追い詰める。

        　――金花様。あなたはお顔に浴びるのもお好きなのですな。

        　そうだ、以前、どこかでそう言われたことがある。あれは正しいのだ。

        「顔に……」

        　顔に、かけてほしい。

        　顔にかけられるのが、好きなはずなのだ。

        　男が弾はじける前に顔を離した金花は、精液をしとどに顔に浴び、うっとりと「熱い……」と呻うめいた。

        「そなたの精は……美お味いしくてならぬ……」

        　金花は呟き、またもそこに顔を押しつけていた。

        「私は、そなたなど……好きではないのに……」

        　呻くように訴える。

        「わかっておりますよ、金花様」

        「好きではないのに、口が離れぬ。旨うまくてたまらぬ。この味……以前から知っていて……私の好物……ん、ん……」

        　こんなおぞましいものをさも美味しそうに吸い上げてしまう自分が憎らしいのに、止められなかった。

        　

        　

        　牀榻に横たわっていた金花は、自分の頬を涙がはらはらと伝う感触に目が覚めた。

        　顔も躰も精液に塗れ、不愉快なことこのうえない。

        　どうしてこんな成り行きになったのだろう。

        　よりにもよって昨晩、あの気味の悪い東伯と、情を交わしてしまったのだ。

        　初めてだったのに。

        　男にも女にも許したことのない肉を。

        　早く、勇将が戻ってきてくれればいい。

        　勇将ならば、何もかも忘れさせてくれる。

        「勇将……早く帰ってきてくれ……」

        　今度こそ言おう。

        　おまえが好きだと。おまえがいなくてはいけないから、だから、そばにいてほしいと。

        　彼が自分を好きなのは、わかっていた。だからこそ。

        　嵌はめてほしい……早く、勇将の逞しいものでここをぐちゅぐちゅに掻き混ぜてほしい。

        「違う……」

        　金花は呻く。

        　こんなのは、自分ではない。こんな浅ましい考えに耽るのは。

        　――なのに。

        「金花様。調子はいかがですか？」

        　一応は遠慮を見せていた以前までとは打って変わり、私室にまで我が物顔で入り込む東伯の非礼を咎とがめるでもなく、金花は自分の躰が急に火照ってくるのを感じた。

        「ああ……躰が疼うずいてたまらぬ。早く……そなたで私を鎮めておくれ」

        「おおせのままに、金花様」

        　東伯が下卑た笑みを浮かべた。

        　

        　

        　まるで靄もやがかかったように、金花にとって日にちの感覚は、次第に曖昧になっていった。

        　はじめは金花の変化に眉を顰ひそめていた女官や側近たちも、東伯に言いくるめられたのか、次第に何も言わぬようになってきた。

        　王が倒れる前後から東伯の権力が強化されていた以上は、東伯が政治の実権を握るのは仕方のない話だ。

        　そう、何もかもが。

        　何もかも、どうでもよくなってくる。

        　考えるのは、いつも、たった一人の男のことだけだ。

        　勇将はどうしているだろう。

        　早く彼に触れたい。あの性器を舐りたい。

        　今日もぼんやりと勇将に思いを馳はせていると、どこかで人の声が聞こえてきた。

        「私如ごときをこのようなところに呼び立てるとは、丞相様はどんなおつもりですか」

        　厳しい声は、誰かに似ている。

        「なに、厳罰に処するとかそういうつもりではない。そなたは金花様と幼馴染みであったな」

        「……はい」

        　この声は、勇将……だろうか。

        　自分は何か、夢を見ているのかもしれない。

        　気持ちよくて、甘くて、ふわふわとした夢を。

        「何か聞いたかな」

        「任務は徒労に終わり、中間報告に戻ってみただけゆえです。ただ……金花様はお変わりになったとの噂を小耳に挟みました。それで、駆けつけた次第です」

        「おお、それはよかった。じつは、金花様はご病気なのだ」

        「病気？」

        　怪け訝げんそうな声で勇将が聞き返す。

        「そのとおりだ。日増しにたいそう悪化しておられてな」

        「どのようなご病気なのですか!?」

        　切実な勇将の声が鼓膜を擽り、金花の胸は震えた。

        「見るがよい、このとおりにな」

        　一気に頭上が明るくなった気がして、金花は眉根を寄せる。

        「金花様……！」

        　勇将の叫び声が今度ははっきりと聞こえた。

        　玉座の傍らに置かれた椅子に腰を下ろし、東伯はその首から下を数名の女官に大きな孔く雀じゃくの羽でできた団扇うちわで覆っていた。そのため、金花のこの浅ましい姿は勇将の目から隠されていたのだ。

        　幻聴ではなかった。無事に戻ってきてくれたのか。

        　ほっと安あん堵どしつつも、金花の唇は東伯の男根に吸いついたまま離れなかった。

        　ああ……本当にこれは、美味しい……。

        「何をさせているのだ……丞相！　この方は何を！」

        「見てわからぬのか、勇将」

        　駆け寄ろうとしたのを衛兵に止められ、勇将は髪を振り乱した。

        「勘違いするな、勇将とやら」

        「何!?」

        「金花様はご自分の意思でこうしているのだ」

        「冗談はよせ。金花様は高潔なお方。望んでこんなことをなさるはずがない」

        「金花様。勇将はああ言っておりますので、あなたから弁明していただけませんかな」

        「勇将……っ」

        　振り返った金花は名残惜しく感じつつも、金花は振り向いて勇将の顔を見た。

        　前よりも、少し、痩せて顔つきは引き締まり精せい悍かんになった。

        　ああ、あの男と寝たい。あの男の肉にく茎けいにむしゃぶりついて、この唇で精を搾り取りたい。

        　東伯でさえもあそこまで金花を酔わせてくれるのだ。ずっと思っていた勇将ならば、その肉はさぞや素晴らしいに違いない。

        「勇将、私は……おかしくなってしまったのだ……どうしてか躰が熱くなり、雄が欲しくてならぬ……」

        　ん、ん、と金花は声を漏らして奉仕を続ける。

        「これは甘露だ……旨くてならぬ……ああ……毎日飲んでいるのに、とても美味しい……まったく飽きぬのだ」

        「やめてくれ、金花！」

        　勇将が呼び捨てにしても、東伯はそれを不敬だとは咎めなかった。それどころか、彼はにたりと笑う。

        「本当にお口が上手くなりましたぞ、金花様」

        「褒めて、くれるのか……嬉しい……」

        　立ち上がってその首に腕を巻きつけた金花は、男の唇を吸う。舌を絡められただけで全身に痺れるような刺激が走り、気づくと金花は達していた。

        「あ……ああ、また達いってしまった……」

        「さすが、素晴らしい素質をお持ちですね」

        「東伯……東伯、早く顔に……私の顔にかけてくれ……」

        　金花が訴える声が、玉座の間にて響く。

        「顔でよろしいのですかな、金花様」

        「そのあとは腹だ…じっくり……そなたの精を浴びたい……」

        　懸命に言い募り、甘えて撓しな垂だれかかる金花から、勇将と衛兵が視線を逸そらすのがわかった。

        　

        　

        　――勇将が丞相を殺害を目もく論ろんだゆえに捕らえられたのは、その二日後だった。

        　金花のたっての頼みで勇将は金花の部屋に連れてこられ、衛兵たちは追い払われた。

        「そなたは何という愚かな真ま似ねをしたのだ」

        　金花は眉を吊つり上げ、唇を噛み締しめたまま俯く勇将を叱咤した。勇将は縄をかけられ、屈強な武人とはいえ身動きすらままならない様子だった。

        「冷静なそなたらしくない……なぜ丞相を殺そうとした？」

        「あの人があなたを変えてしまったからだ」

        「変えた？　馬鹿なことを。私は何も変えられてはいない」

        「金花……」

        「そなたの思い違いだ」

        　金花は微かに笑い、勇将の頬に触れた。

        「私ははじめからこうだった」

        「……何？」

        「東伯の精を浴びるのが心地よくてならぬ。躰の奥底で、私の心性というものが常に『こうしろ』と呼びかける。それに従うと、たまらない快楽を得られるのだ」

        「それがおかしい！　おまえは操られているんだ」

        　声を荒らげる勇将に、金花はむっとした顔になる。

        「私は操られてなどいない！　だいたい、おまえが悪いのだ。私はおまえを欲しくてたまらないのに、おまえが任務などで留守にするから……」

        「今回の任務は、丞相の命令だった」

        　視線を落とした勇将は、怒りに震えている。

        「思えば、あの方が夢魔の呪のろいをかけている者が国境にいるから探り出せなどと言ったことがおかしかった。将軍がそれをまともに取り合って、俺を行かせたんだ。行くべきではなかった。おまえのそばにいるべきだった……！」

        　勇将にしては口数が多いと思いつつ、金花のまなざしは彼の下腹部にじっと注がれていた。

        「おまえを淋しがらせて、おかしくするための計略に違いない。今なら間に合う。丞相をこの国から追い出してください」

        「……ならば、そなたが証明せよ」

        「何を？」

        「丞相よりも優れていると。そうすれば私は、そなたの言葉に従おう」

        　金花は舌舐めずりをすると、勇将の肩を突き倒した。

        「あっ」

        　縛られたせいで均衡を崩してその場に横たわった勇将は、不審げな面持ちを金花に向けている。

        「そなたの心を私は愛している。勇将、私が好きなのはそなただけだ」

        「俺もだ。だから、正気に戻ってくれ」

        「私は躰も愛せるか知りたいのだ」

        　金花は勇将の服を緩めると、そこから念願のものを取り出した。

        「…………」

        　控えめな灯火ともしびの下、金花は眉根を寄せる。

        　確かに勇将のそれは逞しく立派なはずだが、しかし、東伯の並外れた巨根には遠く及ばなかった。

        「よせ！」

        　制止も聞かずに口に含んだ金花は、それをきつく吸い上げる。

        「だめ、だ……っ」

        　ふくろを指で優しく揉もみ込みながら括くびれを吸うと、それだけで勇将は達してしまった。

        「ずっとおまえを好きだったんだ。でも、今のおまえは正気じゃない。こんなこと、受け容いれられない……」

        「つまらぬな」

        　金花は失望から、小さく呟いた。

        「味も……さほどではないな。東伯のものはべっとりとして濃くて、臭くて……それはそれは量が多いのだ。ほら、もっと出さぬか」

        「頼む、もう終わりにしてくれ……正気に戻ってくれ！」

        　勇将が呻いたが、それとは裏腹に彼の肉にく茎けいは隆々とそそり立ち、欲望の証あかしを滲にじませている。

        「ならば、食うてみようぞ」

        　金花は躊ちゅう躇ちょなく勇将に跨またがると、勃起した性器を秘ひ蕾らいに押しつけた。

        　そして、一気に腰を沈めた。

        「ッ」

        　悲鳴のように声を上げた勇将が、金花の中にどっと精を注ぎ込んだ。

        　まったく、この男は早すぎる。

        　それでも若いからかすぐに回復し、固くそそり立ったので、金花はほっとして勇将の上で腰をくねらせた。

        「んあっ、あッ、勇将、もっと奥をせよ…深く、奥を突け……」

        「金花……」

        　つらそうな面持ちで、それでも勇将は金花の命に従おうとする。けれども、勇将の逸いち物もつは腸はらわたの奥まではどうしても届かない。

        「違う……なぜ届かぬ……」

        　あんなにも焦がれていた勇将との性交であるのに、東伯との爛ただれた性交を知った金花には満たされぬものだった。

        「ああ……これではない」

        　小さく呟いた金花は勇将を見下ろし、首を振った。

        　この男ではだめなのだ。

        「私が欲しいのはこの程度ではない。もっと熱くて、太くて……東伯はな、ここに宝石を埋め込んでいるのだ」

        「ほ、宝石？」

        「そうだ、勇将。あれで尻をごりごりされるとたまらぬ。いいところをずっと押されて、孕みたくてたまらなくなる……」

        　金花はうっとりと訴え、いきり立った自分の花茎を扱く。

        「よせ、金花。己が何を言っているかわかっているのか？」

        　涙ながらに訴える勇将に、金花は苛いら立だつばかりだった。

        「おまえの肉に焦がれていたのに、こんなに貧相とは思わなんだ。私を落胆させるとは」

        「な……」

        　立ち上がった金花の尻から、勇将のそれが抜ける。

        　普段は抜けていく男根が名残惜しくて留めようと努めるのだが、勇将に失望した今は、追いかける気もしない。腿ももから精液が零れるに任せ、金花はすらりとした足先で勇将の性器を小突いた。

        「あっ！」

        　足でくにくにと揉まれるだけで、勇将のそれはいきり立つ。

        　だが、その大きさたるや、やはり東伯の比ではなかった。

        「情けない。この程度で勃たつのか」

        　懇願する勇将の声は震えて、惨めそのものだ。

        「浅ましいな、おまえは。それどころか、役立たずだ。踏みつぶしてしまおうか」

        　金花は爪先で勇将のふくろに触れ、そこを軽く押した。

        「やめよ、金花……やめて、くれ！」

        「こんな貧相なものでも、なくすのは怖いか」

        「そうではない……おまえを見ていられない！　どうしてこんなことになった！」

        「さあな」

        「夢魔にでも襲われたとしか思えん」

        「どうでもよい、そんなことは」

        　ただ、目の前にある悦楽がすべて。

        「抱き合えば心が満たされるものだ。それではだめなのか？」

        「心……か。確かにおまえの心は美しい。私はおまえが好きだ。だが、私の心はきっともうすぐ消えてなくなる」

        　毎日毎日精を注がれているのだ。最も早はや、躰の半分はあの男の精液でできている。それが頭の中を満たすようになるまで、そう時間はかかるまい。

        「金花……」

        「そこに座れ。見たくないというのなら、目を閉じよ」

        　微笑んだ金花は手近に飾ってあった刀を持ち、その場に座した勇将の首の付け根に刃をひたと当てる。

        　蒼褪めた顔で、勇将が金花を見上げた。

        「肉はいらぬが、そなたの心は欲しい。永遠に私のものだ」

        　金花が刀を振り上げ、男が目を閉じる。

        　熱い血があたりに飛び散り、その濃厚な匂いが金花の総身を染め上げる。

        「ああ、私の勇将……これでもう私はそなたの肉体に文句を言わずに済む」

        　金花は陶然と笑むとかつて勇将だったものの髪を掴つかみ、まだあたたかい唇にそっとくちづけた。

        　

        　

        「ひぅ、うっ……お腹なか、すごい……擦こすれるっ……」

        　あられもない声を上げながら、金花は東伯の上で汗ばんだ躰をくねらせる。

        　金花が咎とが人にんの首を刎はねたと知らされた東伯はすぐにやって来て、どうしたのか事情を問うた。けれども、金花にとってはどうでもいいことだった。

        　もう勇将はうるさく忠告がましいことを言わない。ただただ、金花を見つめてくれる。

        　そして今、あの男の屍しかばねを前に、東伯の弛たるんだ肉の上で金花は快感に身悶もだえている。東伯の性器に埋め込まれて小さな瘤こぶになった宝玉が、ごりごりと襞を擦り、更なる快感を与えてくれた。

        　本当に……たまらない。勇将などの比ではなかった。

        「ああ、いいっ、いい…ッ」

        「毎晩私の精を注がれて、だいぶ雌らしくなってきましたなあ」

        「うん、ん、んっ」

        「最初に、寝ているあなたの乳首から仕込んだんですよ。乳首を引っ張られたり潰されたり、そうされると感じたものです。あの頃の慎つつましやかなあなたが嘘うそのようだ」

        「そう…乳首、引っ張って…ぇ…」

        「こうですかな」

        　顔を寄せた東伯にきゅうっと乳首を噛みつかれて、金花は悦よろこびに悲鳴を上げた。

        「達いくぅ…っ！」

        　薄くなった精液がぱたぱたと東伯の腹に飛び散る。

        「乳首の次は尻を。尻が終わったら、私のこれをしゃぶらせた」

        「あ、あっ、そこ、突いて…ッ…んあっ」

        「あの薬は、夢魔という名なのですよ。人を眠らせるが、肉だけは目覚めたままにできる。あなたのような真まっ新さらな人間に使うと、頭まで改造できるというわけです。そんなものが流は行やるのだから、この国の乱れは酷い」

        　東伯は肩を震わせて笑う。

        「次の王が立てば、世はもっと乱れよう。知らぬでしょうが、先ほどあなたの母君が産み落としたのは男――しかも私の子だ。これからは私の意思でこの国が動く」

        「……？」

        　赤子が生まれたことすら知らされなかった金花は、きょとんとする。

        　先刻から、この男は何を言っているのだろう？

        　知ってみたい気がするが、いや、どうでもいいことだ。

        　脳の隅々にまで快楽を刷り込まれ、刻まれ、壊れてしまいそうなのだから。

        「母上を見ていれば、あなたが同じ肉の持ち主だとすぐにわかりましたからな。暗示と快楽に弱く、私が夢で命じたとおりのことを、起きれば忠実に実行する」

        「出して……出してッ」

        　話などどうでもよくて、金花は腰を揺すってねだった。

        「親子揃って、仕方のない雌だ。ほら、孕め……孕むがいい」

        　どっと熱いものを注がれて、金花は恍こう惚こつとなる。

        「まったく、発情しきった雌ですな。ほれ、こいつをしゃぶりたいのでしょう？　存分にどうぞ」

        「東伯…ッ…」

        　母を侮辱された怒りに炙あぶられたのはほんの一瞬だった。

        　頭が働くよりも先に、金花は再び東伯の性器に吸いついていた。こうなると、もうまともに思考ができなくなる。

        「おいしい……美味し、おいしい……」

        　ちゅうちゅうと醜怪な性器を吸いながら、金花は懸命に訴える。

        「東伯の精液、飲みたい……飲ませて……」

        「雌になりますかな？」

        「な、なる……」

        「よろしい。では、こちらに名を書きなさい、金花様」

        「これ、は…？」

        　男が差し出した立派な巻物は、大陸の作法どおりに作られた公的な書類だと一見するだけでわかった。だが、中身を理解する気力はない。

        「退位の署名ですよ」

        「署名、したら、よく、してくれるのか…？」

        「ええ。私だけではない。国中から逞しい男を集め、好きなだけ宛あてがいますよ」

        「うれしい……」

        　んっんっと鼻を鳴らし、涎よだれを垂らして男の性器を吸いながら、金花は男の見せた巻物に署名をする。

        「よくできましたな。あなたはこれから、この国の男だん娼しょうとなるのですよ。わかりますかな？」

        「男娼……？」

        　首を傾かしげつつ、金花は両手で東伯の性器を従順に扱き続けた。

        「男の快楽に奉仕する奴隷ですよ。あなたの美しさは内外でも噂の的だった。あなたと寝られるのならば多少の無む茶ちゃは聞くという王も多い」

        　東伯はにやりと笑う。

        「あなたの母君があと二、三人男を産むまでは、安心できませんからな。暫くは男の躰のままでいさせてあげますが、そのうちに躰を雌に改造しましょう。どうせあなたは子などなさずともよい。今とて、あなたは雄の精を浴びるための便所のようなものですからな」

        「うん……雌、愉たのしみ……」

        　嬉しくなった金花の躰は熱くなり、奉仕の途中だというのに白濁を吹き上げてしまう。

        「ひあっ……達ったぁ……」

        「本当に、あなたは素晴らしく素直で呑のみ込みのよい王子だ。私も教育のしがいがありましたぞ」

        　こんな男に支配されれば、悧の国は滅びてしまうのは必定だ。

        「早く、出して……お口で飲みたいの……」

        「これはあなたの母上の分ですぞ」

        「いや、いや…お母様ばかりずるい……子種、大好き……いっぱい飲みたい……」

        　これが幸福なのか、不幸なのか、もう自分にはわからない。

        　ちらりと目を遣やると、愛する勇将が自分を見守っている。

        　勇将、好きだ……愛している。

        　けれどもいつか、この愛情すら忘れてしまうだろう。

        　そして、金花には心ではなく己の躰が残されるのだ。

        　快楽に悶えるこの肉体のみが。

        　だが、それもよい。悦楽への隷属こそが至福。

        　その歪いびつな幸福は、何よりも甘かった。

        　

        （了）


    

    
        
            初恋


        
    


    
        「なあ、花か櫚りん」

        　思い詰めた顔で幼馴染みの宗そう賢けんに話しかけられ、花櫚は祭壇を掃除する手を止めた。

        「なに？」

        「おまえ、巫ふ術じゅつが使えるんだったな」

        「……それはまあ、一応」

        「だったら一つ、頼まれてくれないか」

        　妻を亡くしたばかりの宗賢がこの寺院を訪れたときから、嫌な予感は覚えていた。

        　弔いのあとは暫しばらく会わずに済むと思っていたので、彼の訪問は想定外だった。

        　それに、言ってみれば彼への思いを断ち切るために、花櫚は寺に入ったのだ。

        　もともと、花櫚には不思議な力があったせいもあるし、それ以上に幼馴染みである、宗賢への思慕の念を捨て去りたいと望んだからだった。

        　男同士で、叶かなうはずのない恋だった。それは、彼が村一番の美女である小しょう桃とうを娶めとったせいでよけいに自分の思いは芽を出さずに枯れるのだと思い知らされた。

        　そんな小桃が流行はやり病やまいで亡くなり、宗賢が慰めのためにこうして自分を忘れずに訪ねてきてくれたのは、複雑な気分だった。

        「ええと、何を？」

        　その態度に不吉なものを感じつつも、花櫚は素知らぬ顔で尋ねた。

        「一度でいい。小桃に合いたいんだ」

        「奥さんに？」

        「おまえならできるんじゃないか？　山の麓のばあさんが、連れ合いに合わせてもらったって」

        「……うん」

        　花櫚は渋々頷いた。

        「一度だけなら、できる。でも」

        　花櫚が持つのは、人々に深い暗示をかける力だった。この寺ではそうした秘技を磨くことができ、今やその力には傷ついた人々の心を軽くする効果があった。

        　しかし、暗示にかかっている時間が長いと、かけられた人間の生命は危険に晒さらされるものだ。

        「ん？」

        「だけど、すぐに戻らなくちゃいけない。それでもいいの？」

        「かまわない。俺は、小桃に別れを言えなかった。それだけが心残りなんだ」

        　勢い込む宗賢に圧おされて、花櫚は「それじゃあ明日に」と言わざるを得なかった。

        　

        　

        　宗賢は眠れなかったのか、目の下に隈を作っていたが、それでも、昨日よりも晴れやかな顔だった。

        「ありがとう、花櫚。持つべきものはやっぱり友だ」

        「私が呪文を唱えているあいだしか、この術は保たない。それに、あまり長くあちらにいると、魂が冥界に引っ張られてしまう。太鼓の音が鳴ったら、もう帰らなくちゃいけないよ」

        　勿もち論ろん、それ宗賢を救うための方便だ。

        「わかった」

        　宗賢は頷うなずき、蒼あお褪ざめた顔で目を閉じた。

        　花櫚は彼の傍らに座すると、秘技の呪文を唱え始める。

        　宗賢の表情が少し苦しげに歪ゆがむ。

        　今、彼の魂はおこにいるのか。

        　そう考えながら花櫚は呪文を念じ続ける。

        　……ふと。

        　ふと、脳裏に過よぎる。

        　このまま宗賢の魂が戻ってこなければ、少なくとも彼の躰は自分のものになる。

        　男らしい顔。逞たくましい躰からだ。ごつごつとした手。

        　そのすべてが。

        「宗賢……」

        　どうしようもない衝動に駆られ、呪文を止めた花櫚は彼の手に触れる。

        　あたたかい。

        　じわりとしたものが全身に滲にじみ、気づくと花櫚はその唇に自分のそれを押しつけていた。

        　やわらかい。

        　もう一度くちづけようと顔を近づけた花櫚は、宗賢の異変に気づいた。

        「！」

        　おそらく呪文が途切れたせいだろう。

        　宗賢は額に汗を浮かべ、如い何かにも苦しげな表情だった。

        　まずい。

        　術が切れかけているのだ。

        　このままでは、宗賢の魂は心の奥底に置き去りにされてしまう。

        　この術は人の心の深いところに潜るため、危険も大きいのだ。

        　いくら宗賢の躰だけが手て許もとに残ったとしても、そこには何の喜びもない。この状態の宗賢が欲しいわけではないのだ。

        　迷った末に、花櫚は毅き然ぜんとした面持ちになると、再び呪文を唱える。すると宗賢がふっと楽そうな顔になったので、合図の太鼓を叩たたいた。

        　ややあって、ふっと宗賢が目を覚ました。

        「……小桃……」

        「宗賢！」

        「あ……ああ、花櫚」

        　目を開けた宗賢は、ほっとしたような顔になって、起き上がった。

        「どうだった？」

        「会えたよ」

        　宗賢はひどく優しく微笑ほほえむ。

        「とても穏やかな顔をしていた。話しかけようと思ったところで、太鼓の音が聞こえてきた。急いで帰ろうとしたんだが、岩戸が閉まりかけて、すり抜けてきたんだ」

        「そう…」

        「言葉は交わせなかったが、それで十分だ。あれでいいんだよ」

        「よかった……あっ！」

        　宗賢の異変に気づき、花櫚は思わず声を上げる。

        「ん？　どうした？」

        「ここ」

        　花櫚が指さしたのは、彼の袖だった。先ほどは何ともなかったのに、袍ほうの袖のあたりが破れているのだ。

        「ああ、夢の中で岩戸に袖が挟まったんだ。強引に引っ張ったせいで千切れてしまった」

        「そう……」

        　不思議なこともあるものだ。

        　自分の術では、実際に冥界に行けるわけではないのに。

        「ありがとう、花櫚。これでもう大丈夫だ」

        「本当？」

        「ああ、本当に」

        　宗賢は嬉しげに笑んだ。

        　本当は口にしたい。

        　好きだと。どんな手を使っても慰めたい、と。

        　けれども一心に妻を思う宗賢に、そんな告白など無意味だろう。

        　だとしたら、ただそばにいるだけでいい。

        　この先、ずっとそばに。

        　

        　

        　一年後、突然の病で宗賢が倒れた。

        　身内による手厚い看病が施されたが、彼は一度衰弱し始めると、すぐに床から出られなくなった。

        　見舞いに訪れた花櫚にも、ぼんやりとした目を向けるばかりで、やがて静かに亡くなった。

        　もしかしたら、あのとき、魂を飛ばしたままにしておいたほうがよかったのだろうか。

        　そうしたら、少なくとも彼は、死なずに済んだかもしれない。

        　宗賢の遺い骸がいを棺かん桶おけに収めた花櫚は、掘り起こされた彼ら一族の墓を眺める。そして、同じように安置された彼の妻の棺桶に、見覚えのある布が挟まっているのに気づいた。

        　それは、宗賢の袖の切れ端だった。

        　彼の命を奪ったのは、あのときのくちづけだった。

        　宗賢は確かに、冥界を訪れていたのだ。

        　ならば、後悔はない。

        　最も愛する男の命を、自分はこの手で奪った。そしてそれはもう、誰にも奪われることはない。

        　今や愛する宗賢は、永遠の安らぎを得たのだから。

        　

        （了）
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